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西 ド イ ツ 英 語 教 育 事 情
バ イ エ ル ン州 を中心 と して
合 田 吉 孝
第 1報　 1 〜 4
　57年 7月 15日か ら57年 8 月22日まで ，海外研修 にで る機会を与 え られ ， 当初の 目的で あ っ た ，
西 ドイツ 英語教育事情 につ い て ， 報告 お よび資料紹介 をす る 。
　　　　　　　　　　　　　　　　内 容 （1 〜10）
　 1 ．西 ドイツ教育制度 に つ い て
　 2 ．バ イエ ル ン 州文部省へ の 質問
　 3 ． ドイツ に お け る英語教育の 歴史的背景
　 4 ．バ イエ ル ン州 に おけ る英語指導要領
　 5 ．バ イエ ル ン州に おけ る英語教科書
　 6 ．バ イエ ル ン州 に おけ るギ ム ナ ジア ム 　 コ ース の 卒業試験 英語問題 に つ い て
　 7 ．英語教育雑誌 の論文紹介．
　 8 ．英語教育関係雑誌 Spotlightに つ い て
　 9 ．ミ ュ ーヘ ン に お け る市民英語講座 に っ い て
　 10．ま とめ
1　西 ドイ ツ教 育制度 に つ い て
　現行 の西 ドイツ教育制度は次の よ うに な っ て い る 。
　1965年当時の 西 ドイ ツ の ， い わゆ る 「三分岐型 」 と言われた伝統的 な教育制度 か ら， 図 の よ
うな現行制度 に改革 され た 。 　 「三分岐型」 の 構造 を温存 した ま ま各種 の細 か な手直 しが加 え ら
れ たそ うで ある 。
　図に っ い て ， 西尾幹二 氏は 『日本の 教育 ドイ ツ の 教育 』 で 次 の よ う に の べ て い る 。
　　 『 図表 1 は 1965 年当時 の 西 ドイツ の ， い わゆ る 「三分岐型 」 と言われ た伝統的 な教育制 度
　で あ る 。 満 6才か ら 4年間，す べ て の 子供 は共通の 「グ ル ン トシ ュ ーレ 」 に通 い ， 9 〜10才
　で最初 の振分 けが始 まる 。 グ ル ン トシ ュ ーレ 4 年 を終 えて カ・ら別 れて 9年制の 「ギム ナジ ウ ム 」
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　　 こ こ まで 全 日 制就学義務
　　　　　 基幹 学校 　　　 70％
　 　 　 　 　 ハウフ トシ1一レ
（1963年まで 国民学 校上級学年）
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＊ 必 ず し も†ぺて の 州 に は 存在 しないp−・部は 学校案 験 ，
＊ ＊ まだ そ れ ほ ど署 及 して い な い 。．部 は学 校 実験 囗
　 出 典資 料 ：図 衷 〔1 〕に 同 じ
（「日本の教育 ドイツ の教育」 西尾幹二 著 よ り）
へ 進む少数の エ リー ト志願者 は，入 学時 に は，同年齢中の 割合 が 15％だが，落第や転校 によ
っ て 自己選択 が行 われ ， 卒業試験 にまで達す るの は ご覧の よ うに 9 ％で ，最初の 6割強 に減
っ て しま う。 さらに ，グ ル ン トシ ュ ーレ の 4 年を終 了 した後 ， 「実科学校 」 へ 6 年間通 う中
間層が存在する 。 それ以 外の ， 約 7割 と い う最大多数者は基礎学校 の い わば延長 と して の 「基
幹学校 」へ 通 い ， 最 初 か ら数 えて 8 年乃至 9 年 （州に よ っ て 年限 が違 っ て い た ）の 課程 を卒業
後，た だ ち に就職 し，かた わ ら通例週一日の 「職業学校 」 へ 通 う。 　「職業学校 」 は ， 大工 ・
左官 ・パ ン製造者 ・売子 ・事務は もと よ り，機械工 や時計修理 工 か ら劇場 裏方の 小 道具 係 に
至 るまで ，約 450もの 職種 を網羅 して ， ドイ ツ の 誇りとす る熟練技術者 の 育成 に努 め て い る 。
経 費は全部州政府 の負担で ある。 日本 なら企業が受持 つ 職業教育を ， 州政府 が公的 事業 と し
て 受持 っ て い る と こ ろ に ドイ ツ の特徴 が ある 。 日本の 学校 は生徒に 一般教 養を与 えれば よ い
と さ れ る 。 職業訓練 は 企 業の 現場 に お 任せ で あ る 。 と こ ろが ， ドイ ツ の よ うな個人 主義 の 強
い 国で は，各人は企業 に 丸抱 え に なるの で は なく，自分 の 責任で 資格 を身に っ け，それ を企
業 に売 るので ある。公 的機関 が引受 け な ければ，資格を与 え る職業教育は他の ど こ で もな し
得 る わ け がない 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合田 ：西 ドイ ツ 英語 教 育事 情
　
「職業学校 」 の 生徒 は 「徒弟」 と い う名で見 習 い 労働 に就 くが ， 3年後 ， 各地の 商工会議所
の主催す る試験に合格 して 「助手 」 も し くは 「職人」 の 資格 を獲得す る 。 そ こ で職場 と正規
の 契約 を結ぶ こ とが初め て 可 能に なる。 勿論 賃金 も一躍数倍 に なる 。 さ らに ， こ こ が大切
なと こ ろだ が，向上 心の ある者 には上級 へ 進 んで行 く道が開 かれて い た 。　「徒 弟」 の た め に
夜間 と土曜 を利用 して 「職業上構学校」 が用意 されて い た 。 毎週 8時間， 2年の 補習教育 を
こ こ で受 けた者は， 3年 目は全 日制 に なるが，よ り高度の 職業専門学校 へ 行 く こ とが可能だ
っ た 。 そ して勿論，最後の 到達点 と して ， ドイ ツ古来の伝統で あ る 「親方 」 試験 を受 ける道
が与え られて い たの で ある。
　他方，「ギ ム ナ ジ ウ ム 」 コ ース の 者 は最後 に F卒業試験 」 に合格 しさえすれ ば ， 自動的 に大
学入 学資格を得 られ る 。 また ， 中間 の 「実科学校 」 コ ース の 者は 6年の 修業後 に 「中級修了
証」 を与 え られ ， 大抵 は そ こ か らさ らに各種の 上 級学校 ， 専門学校 へ 進 ん だ 。　「ギ ム ナ ジ ウ
ム 」 コ ース の 者 も最初の 6 年間 さ え無 事 に す ま せ れば 「中級修 了証 」 を許 され るので ， 相 当
数 が そこ で 退学 して彼 らと合流 した 。 』
　以 上の説明 は複雑に 入 り組んだ現実 の 制度 を多少単純化 し て ， 私の 論 を理解 して も らうた
め の便宜上，州 に よ る独 自な制度 や枠 に入 り切 らな い 諸学校 を思 い 切 っ て省 い て提示 して い
る 。
　図表 2 は，中等教育 を 2段階 に分 け，「中等領bi　1 」 「中等領域 H 」 と なっ て い るが ， 後者、
は 「高等学校 ・上級学年」 の み が 1 つ の まとまりを示 して い るの にひ きか え，他 は多種類の
学校が い くっ も不揃 い に 並 んで い る にす ぎな い こ とに気が っ くで あろ う。 もともと性格を異
に した多種 多様 な学校 が併存 した の が職 業関連領域で あ る 。 と こ ろ が ， 先 に述 ぺ た 「構造計
画 」 で は ， こ れ を 「中等領域 ll」 として一括 し， 理 想 と して はやが て進学関連教 育課程 と職
業関連教育課程 とが 1 っ の学校の 中に併設 され る べ き こ と， カ リキ ュ ラ ム を改革 して 授業内
容をで きるだ け統合すべ きこ とを主張 して い る。少 な くとも
， 職業 コ ース を歩む者に差別感
を与 えない よ うに す るため に ，名称 だ けは 「中等領域 H 」 と して 同一 に して い る 。 職業教育
と普通教 育の等価値性 を確立するため に，両方の 教育内容 を互 い に近づ け る こ と を強 く唱 え
て きた 「制 度改革 」 の 精神 は こ こ に も端的 に反映 して い る 。
　 しか し私 た ち日本人 か ら見 るな らば ， こ れ もまた い っ か来 た道で ある 。 名称だ けは全 国450
の 日本の 4 年制大学は こ とご とく 「大学 」 で ある 。 100人 に95人 の 日本人 は，今 や名称だ けは
同一の 「高校卒 」 で あ る 。 学校間 「格差」 に よ っ て こ こ か ら生 じ る矛盾をうま く逸 らして い
る の が じつ は 日本人 の 巧妙 さだが， ドイツ で は高等学校 同 士 ， 職業学校同士で ， 相互 に 「格
差 」 があ っ て は ならない 一また事実 日本に比 べ れ ば な い に等 し い 一とい う考え方だ か ら
， 高等
学校 と職業学校 の 教育内容を近づ け ， 名称だけ を同一にす る とい うこ とは どだ い 無理 な ， ば
か ばか しい 話で ある 。 無理 を実行す れば矛盾 が噴出す る。 現政権の 「構造計画」 が単 な る理
想の 青写真 に留 ま り， 5 年 を待 たず して挫折 して しま っ た の は理 の 当然で あ っ た 。
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　職業教育と普通 教育の 間で ，教科書や授業の内容 を似た もの に 近 づ け よ うとす る とか え っ
て前者 に劣等感や疎外感 を与えやす い 結果に なる 。 しか し
「綜合制学校 」 が ドイ ツ で 伸び悩
んだ の は ， 普通教 育の 側 にお け る学力の 低下 に根本原因がある 。 掌校 が大型化 し ， 先生 の 眼
が行 き届 かず，非行 を招 き易 い と い う事情 もある。 場 所が郊外の労働者居住地域 に 多く建設
され ，階層的 ハ ンデ ィキ ャ ッ プをか えっ て際立た せ た 。 今 まで伝統的ギ ム ナ ジウ ム に子弟 を
入 れて い た家庭で は，当然 「綜合制学校 」 に は子供 を入 れたが らない 。 しか し政府 は親 の
エ
ゴ イズ ム を抑 えて ，　 「綜合制学校．」 の普及 を図ろうと した 。 と くに進歩的なベ ル リ ン や ヘ ッ
セ ン 州で はそ うで ある 。 当然 そ こ に葛藤 が生 じる 。 70年代後半 に争い は顕著に なっ た 。
一部
の親 は公 立学校へ の 不信 を募 らせ ，私立の 名門ギ ム ナ ジウ ム に 大 きな期 待 を寄せ る と
い う，
日本 に もとか くみ られ る新 しい 現象も発生 し た 。
　現 政府 は伝統的ギ ム ナ ジウ ム をい ずれは い っ さ い 廃止 して しま う方針 だ とい う， 関係者の
不 安が る声を私 は よ く耳 に した 。 しか し国民 的 コ ン セ ンサ ス の 得 られて い ない 案件 を， 政府
と雖 も強行 は出来 ない 。 また学者の 見 る とこ ろ で は，や がて人口 の 低下が問題 を
一挙に解決
し て し ま うだ ろ うと い う見通 しも語 られて い る 。 経 口避妊薬解禁後の 出生率の 低下 が，80年
代後半か ら教育 に著 し く影響 して くる と予測 され て い る ドイツ で は，好む と好 まざる とに か
か わらず，例 えば田舎 な どで は ， 経済効率 か ら
「綜合制学校 」 に ならざ る を得 な い だ ろ うと
い うの で ある 。 種類 と程度の 異 なる多数の 学校 を
一地域 に併存 さ せ る こ とがで きな い ほ ど ，
就学入 口 が減 っ て しま うとい う見通 しで ある。
　 ともあれ 「綜合制学校 」 は ドイ ツ 人 の さ ま ざまな思惑 と価値観 を刺戟 し攪拌 して今 日 に至
っ て い るとい え るで あろ う。 』
　こ の よ うな教育制度の なかで ，英語教育 の 開始の 時期 とその時間数 は，伝統的 に連邦 を構
成す る各州の 文部省 に よ っ て ， 教育行政上の 権限が行使さ れ る 。 連 邦文部省は存在 しな い 。
　 こ の た め 1945年以来 ，各州協定 とい う形式 に よ っ て ，学校 系 統や教育課程 など に関 して各
州間の統一がは か られて きた 。
2　 バ イエ ル ン 文部省へ の 質問状
　以上 の 予備知識 の もとで，次 の 文書 を 6 月 9 日付で 文部省， 英語教 育担当官 に発送 した 。 そ
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Betr.: Athtage tiber dus EV:ziehnungssystem fikr EhgtiSch in der BRD
Sehr geehrter Herr Dr. Dtinninger,
hoffentlich erirmern  Sie Sich an  mich, eine Japanerin, die schon  einrnal  im  Mai  82 bei Ihnen
war,  um  die Informationen Uber das Erziehungssystem rur Englisch in der BRD  zu  sammeln.
Sie haben mir  damals freundlicherweise Broschtire ttber das deutsche Schulsystem gegeben. Ich
habe sie sorghaltig  gelesen und  das Schulsystem in der BRD,  besonders in Bayern geau ver-
standen.
   Die Informationen sammele  ich fur meinen  Schwager, der sich  auf  einer Universittit in
Kobe, eine  japanische Hafenstadt, mit dem  Erziehungssystem fiir Englisch beschtiftigt.
Er hat mir  neulich  geschrieben und  die Punkte genannt, die er sehr  gern wissen  m6chte.  Es sind
folgende Punkte :
1 . Wann  beginnt rnan  mit dem  EnglischiUnterricht in der Schule.
2. Welche Texte werden  in der Schule verwendet.
  Gibt es eine  M6ghcnkeit, die gebrauchte LehrbUcher zu  bekommen.
3. Gibt es  eine  bestimmte ZahI von  W6ftern, die unbedingt  in der Schule gelernt werden
  mussen.  -
4. Wo  liegt die Zusttindigkeit fur die Leitung der Erziehung jn der BRD,  besonders der fur die
  fUr Enghsch.
  Gibt es dabei bestimmte Regelungen fUr die Erziehung fiir Englisch, der die Lehrer in der
  Schule fblgen sollten.
  an Japan gibt es eine Erziehungsregelung vom  Kultusministerium.)
  Gibt es eine  bestirnmte Methode, nach  der die Lehrer den Englisch-Unterricht erteilen.
5. K6nnten Sie bitte eine QUelle fur Zeitschriften Uber das Erziehungssystem flir Englisch und
  Dissertationen von  Enghsch-Lehrern nennen.
Ich danke Ihnen im voraus  fur thre Bemnhungen.
Enghsclrunterricht in Bayern
Zum  Schreiben vom  9. 6. 1982 und  zur  Vorsprache arn 5. 7. 1982
Beilage: 2 Amtsblitter
      2 Abiturpriifbngsaungaben
   Gerne komrne ich Ihrem Wunsche nach  Auskunft iiber den Englischunterricht in Bayern
nach  und  bedntworte Ihre Fragon wie  folgt:
1. Der Englischunterricht beginnt in der 5. Jahrgangsstufe, soweit  nicht  eine Ausbildungs-
  richtung des Gymnasiums gewahlt wird,  an  der Latein bzw. FranzOsisch 1. Fremdsprache ist.
  An  den Gymnasien mit  Latein als 1. Fremdsprache setzt  Englisch in der 7. Jahrgangsstufe, an
  den Gymnasien mit  FranzOsisch als 1. Fremdsprache in der 7. oder  9. Jahrgangsstufe ein.
2. Uber die lernmittelfrei zugelassenen  Schulbticher flir Englisch inforiniert Sie das beiliegende
  Amtsblatt des Bayerischen Staatsministeriums fur Unterricht und  Kultus. Der Lehrplan kann





Lektiiren), im Untenicht yerwendet werden.  Vom  Staat gestellte Schulbticher k6nnen nicht
vertiutsert werden.  Hinsichtlich des Kaufs gebrauchter Schulbticher aus privater Hand kann
das Ministerium verstandlicherweise  keine Ratschliige rteilen.
3. In Englisch als 1. Fremdsprache beltiuft sich die bis zum  Ende der 10. Jahrgangsstufe (d. h.
  nach  6 Jahren Unterricht) zu  beherrschende Gesamtzahl von  W6rtern' auf  ca. 3000. In den
  Jahrgangsstufen 11 mit  13 wird  der Wortschatz stiindig  erweitert,  ohne  dai} einebesSimmte
  Zahl festgelegt ist. Normative Wirktsng hat in bezug auf  den  Umfang  des Wortschatzes jedoch
  die zentrale  Auigabenstellung im, Abitur. Langiahrige Erfahrungen mit dem  Zentralabitur in
  Bayern zeigen, dad$ die Vorbereitung der Abiturienten auf  den fUr die Abiturienten n6tigen
  allgemeinen  Wortschatz an  allen Gymnasien gleichnatsig geleistet wird.  Als Beispiele fUr die
  schriftliche Abiturpnifung im Englischen lege ich gerne je eine Grundkurs- und  eine Leist-
  ungskursauigabe  bei. In der schrifllichen  Reifepriifung im Fache Englisch sowie  in den
  schriftlichen  Leistungserhebungen in der Kollegstufe (Jahrgangsstufen 11 mit  13), soweit  es
  sich  um  Textauigaben undloder  Versionen (Obersetzungen vom  Englischen ins Deutsche)
  handelt,, ist als Hilfsrr}ittel ein  yom  Staatsministerium fifr Unterricht und  Kultus genehrnigtes
  einsprachiges  WOrterbuch zugelassen. Angesichts der in Bayern zentral gestellten Abitur-
  priifUng ist hier zur  Wahrung  der Chancengleichheit imrner nur  der Gebrauch eines bestim-
  rnten  Lexikons in jeder der ggnannten modernen  Fremdsprachen erlaubt. Derzeit ist dies The
  Advanced  Learner's Dictionary of  Current English (Cornelsen &  Oxford University Press).
4. Die Zustin'ndigheit flir Fragen des Unterrichts liegt bei der Kultusverwaltung des jeweiligen
  Landes in der Bundesrepublik Deutschland. In Bayern ist dies das Bayerische Staatsministe-
  riuni  fiir Unterricht und  Kultus, das den Enghschunterricht an  den Schulen durch Curriculare
  Lehrpltine r gelt.  Es freut mich,  Ihnen als Muster den Curricularen Lehrplan fiir Englisch als
  1. Fremdsprache in der 7. und  8. Jahrgangsstufe d s Gymnasiums iibermitteln zu  k6nnen,
  dem  Sie auch  entnehmen  k6nnen, dad} der Englischunterricht in Bayern grundsgtzlich in
  englisch  erteilt wird.
5. Ich hoffe, dats Sie nach  unserem  Gesprtich im Ministerium Kontakt mit  dern Staatsinstitut
  fiir Schulph'dagogik auigehommen  und  von  dort entsprechende  lnformationen erhalten
  haben.
   Gerne steht Ihnen das Ministerium ftir weitere  Auskiinfte zur  Verfugung, wehn  Sie solche
nach  Ihrer Vorsprache im rvtinisterium und  nach  der dabei abgesprochenen  Art der Beantwortung
Ihrer Fragen noeh  benOtigen sollten.
Mit freundlichen GrUtsen
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　　交換 され た文書の 要旨をの べ る と
Q1 英語教育は い っ 始 め られるか
A　通 常は 5 年生 か ら始め られ る 。 た だ し，ギ ム ナ ジウ ム で ， ラテ ン 語 を第 1外国語 と して 選
　　択 した場合は 7 年生 もし くは 9年生か ら始め られ る。
Q2 学校で使用 される教科書の 種類は どれ ぐらい あ る の か 。 また ， それ らの教科書 を入手で き
　　る か 。
A　学校で （高等学校，実科挙校 ，基幹学校）使用 が許可 されて い る教科書は添付の 官報 を参
　　照 された い 。
Q3 英語必修単語 は ど うなっ て い る か 。
A　lO年生の終了 （中等領域にお け る英語教育終 了）まで に約 3，000の 単語 を習 うと定め られ
　　て い る 。 11年生 か ら13年生 の 間に （ギ ム ナ ジウ ム の 最後 の 3年間 ）単語の 数 は増や され る
　　が，必修単語数 は ， 決 めて い な い 。 語 い 数 は高等学校卒業試験の 課題 に応 じて 影響 を うけ
　　る と い え る 。 卒業試験問題 を同封 した の で 参照 された い 。 また試験にお い て は （Translate
　　English　 into　German ） 文部省 よ り認定 を うけた英 々 辞典 The 　Ad ッanced 　Learner’s
　　Dictionary　of 　Current　English が ， 同一条件確保の 意味で ， 指定辞書 とな っ て い る 。
Q4 日本の 英語教育で は ， 指導要領 と い うもの が ある が ， 西 ドイツ で は ど うな っ て い るか 。
A　西 ドイッ で は教育行政上の 権限は 州の 文部省 に あ る 。 バ イエ ル ン 州で は バ イ エ ル ン文部省
　　が それ を統轄 して お り， 指導要領を作成 して い る 。 英語 を第 1外国語 として選択 して い る
　　7 年生 ， 8 年生 など の指 導要領 を同封す る の で 参照 され た い 。
Q5 英語 教育に関す る論文 ， 英語 教育関係雑誌 など を紹介 して ほ しい 。
A　学校教 育国立研究所で資料 を集め られ る こ とを期 待 す る 。
　以上 が交換 された文書の 要点で あ るが， さらに詳 し い こ とは，文部省英語教育担当で あ る ，
Dr．　Hans　W ．．Phum 氏 を訪問 された い との コ メ ン トが あ っ た 。
　Dr ．　Hans　W 　Phum 氏 との 会見 に よ っ て ， 上記 質問 に対す る補足説明が あ り ， 西 ドイ ツ 英語
教育事情の 知識 をえた 。 以下が そ の要旨 で あ る 。
　　英語教育は ， その他 の近代外国語教育 と同様 に，他 の 諸国民 と接触を可能 に す るもの で あ
　　り，こ の ためす べ て の 段階 にお い て ，外国人 との 会話 の機会を配慮す る こ とが必要で ある 。
　　外国語教育を通 じ て他国民 の 考え方や生活様式 ， 精神生活 などに つ い て の深 い 印象 を受け
　　る の で ある 。 中等領域に お い て の 英語教育は，生 徒が 日常用語 を中心 とす る会話 お よび記
　　述 に精通す る こ とを目的 と し，授 業は英語で行 われる。また外国語教育を通 じて ， 言語 の
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本質を理 解 し ， ドイ ツ 語 に 対す る理 解 を深 め る こ とを目的 とす る 。 中等領域 に お い て は ，
生徒が経験領域 に お け る事柄 や考 えを口 述お よび記述で き る表現能 力をつ け るた め に ， 正
確 な言語知識 を与え る こ とが最 も大切で ある 。 学習を通 じて他国の 文化 ， 地理 ， 歴史 ， 宗
教や精神生活 を理解 させ るこ とで ある 。 ク ラ ス サイズ は 35名 ぐらい で ， それぞれ の 学校で
異 な るが ， 授業 日数は週平均 12〜28時間で ， その 内訳 は ， 5 年生
一 6 時間 ， 6 年生一 4 時
間， 9，10年生一 3時間，11年生一 4 時間 ， 12年生一 6 時間 ， 13年生 一 2 時間 となっ て い
る 。 英語の 教員に は大学在学中あ る い は卒 業後 1 年以上 の 外国留学の 経験 と，母国語 ドイ
ツ語 を， 専攻外国語 で他国の 人々 に 教 授す る経験 とが要求 さ れ て い る 。 州 に よ る採 用試験合
格者は 6 ヶ 月間ゼ ミナール に出席す る 。 こ の ゼ ミナール は 5人 に対 し 1人の 教師，それも
経験豊富な ベ テ ラ ン 教師 が指導に あた る。こ の 研修 を終 了 した後，は じめて現場 に派遣 さ
れ授業 を担当す る こ と にな る 。 一定の 期間が終 了す ると再 びゼ ミナ
ール にもど り ， 更 に研
修 をうける。そ の 後 ， 現場 に帰 り週 12時間の授業を担当す る 。
3　 ドイツ に お け る英語教 育の 歴史
　　 一初期 か ら1964年 まで 一
　（1）英語教育の 開 始
　中世 か ら近世 に い た る まで は ， ラテン 語 の学習 に重要 な意義が与 えられて い た 。 ラ テ ン 語 は
教会の 言語で あり ， また中世 の 諸官庁，法律，経済用語で もあ っ た 。 研究論文，法律書類，内
外契約書 も ， 17世紀 まで は ラテ ン 語 で書か れた 。 ラ テ ン語の 知識は大学で の 学問の 必須条件で
あ り，教育資格取 得 （学士 ， 博士 号）に必要で あ り， 知 識人 の シ ン ボ ル で あっ た 。 英語 ，フ ラ
ン ス 語の 知識 は20世紀に い た るまで ，ラテ ン語 における知識 よ りも レ ベ ル の低 い もの として み
なさ れて い た 。 こ の 時代の英語教師 は ラ テ ン 語 の 教師が大学教育 を受 け て い なけ れば な ら ない
の にひ きか え，必ず しも大学卒業者で な くて もよ か っ た 。
　ル ネ ッ サ ン ス 以後，徐々 に ラテ ン 語は官庁用語 か らそ の 姿 を消 し始 め た 。 ドイツ語で は まず
北 と東 ドイ ツ の海岸都市部 の教育機関で英語教育が始 ま っ た 。 こ の海岸都市 とい うの はハ ン ザ
時代よ りイギ リス とさかん な貿易取 引が あっ た と こ ろで あ る 。 こ の よ うな背景か ら，英語 はか
な り早 い 時代 か ら ， 北海部 または東海部 に注 ぐ河川 の 上流商業地区，また は見本市都市 などで
教 え られて い た 。 特 に ハ ン ザ 都 市 Hanover と英国王室 との 取引が英語教育 を推進す る
一因 と
なっ た 。 ハ ン ザ都市 Hanover に よ っ て設立 された Gottingen大学 は 1747年の 設立以来 ， ドイ
ツ の 英語教育 の 中心 とな っ て い る 。 こ の 初期 の 時代は，と り．わけ経済 ， 実用的，また英国王家
どの取 引など の 理 由 が英語教育普及の原 因と な っ た 。
　外国語授業の 実践 に つ い て み れ ば， 18世紀 まで ラ テ ン 語 な どに対 して用 い られ て い た教授法
は ， 文法規則など の 暗記，母国語 へ の 翻訳 などが中心 で ， テキス トに は 英文学，聖書 などが用
い られ て い た 。 18世紀末頃か ら， 母国語 か ら英語へ の 翻訳 も行 われ るよ うに なっ た 。
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　 こ の よ うな教授法 ， Karl 　P16tz （1819− 1881）の教授法が 19世紀末 まで ヨー ロ ッ パ の外国語
教育の 主流で あっ た 。 こ の Pl6tz 教授法の 要点は ，   文法規則や語形変化 ， 例外や例文 などの
の 丸暗記 ，   翻訳 （外国語 か ら母国語へ の 翻訳の ための文）以上 2つ の 要素か らな り，読み物
は文法規則 や例外の 実例 を拾 い 出 し ， 文法の原理 を確認 す るためで あ っ た 。
　他方ギ ム ナ ジ ウ ム とは反対 に ， 都市に市民の 手で 設立 された レ ア ル シ ュ ー レ に お い て 英語教
育は盛 んに お こ なわれ て い た 。 レ ア ル シ ュ ーレ は特にそ の 性質上 ，実用教科 に重点 をお き ， 生
きた外国語 （英語）教育 を実践 して い た 。
　   英語 が正教科 と して 認 め られた過程
　1832年， 当時 ドイ ツ で の 最大重要国で あるプロ イセ ン 文部省はす べ て の 商業国民学校 と レ ア
ル シ ュ ーレ に お い て，自由選択科 目と して 英語 を選択 した 。 また1852年にはプ ロ イセ ン に お い
て ， 英語 は レ ア ル シ ュ ーレ と国民学校 （BUrgerschule）の 必修科 目とし て公布 された 。 1892年
に英語 がギ ム ナ ジ ウ ム で 選択科 目と して カ リキ ュ ラ ム に組 み こ ま れ るよ うに なっ た 。 こ れ らの
背景には 20世 紀 に 入 り English　Speaking　Countriesの 強 力な政治，経済 力が他 の 言語 を押 し
の けは じめ た とい う事情 が うか が える。そ の 結果英語 は 必修 とな っ て い く こ とに なる 。
　（3）英語教育改革の 動 き
　19世紀 まで Karl　PIOtzの 文法重視の 翻訳 などが教授法 の主流で あ っ た 。 こ の 教授法 は（a ）文
法 中心 の 暗記で あるため学習作業が常 に演繹的 な方法 となる 。 （b）テ キ ス トを読む場合も， 内容
の 理解 ， 鑑賞あ る い は内容 に現 わ れた場 面や文脈の把握 とそれに適合す る表現の 習得 とい うよ
うなこ とよりも， 文法規則 や例外の実例の 抽出に重点 がお かれ る。 （C）作文 は文法規則の 適用が
目標で ， 英語 の 慣用性 が無視 さ れ る 。 （d）音声面 が軽視 され ， 個 々 の 単語 の発音以外 は文 と して
の 音調，リズ ム など に つ い て指導 が行 なわ れ な い 。 （e＞口 頭作業 などに よる文型の練習や英語 に
よる対話 などが完全 に無視 され る 。 などの 欠陥が あ っ た 。 19世紀末に第一改革の 動 きが起 っ た 。
1882年に WilLelm 　Vi6tor （1850− 1918）が発表 し た外国語教授法 に 関す る小 論文 Der 　Spra ・
chunterricht 　muss 　unkehren （一・　The　Teaching 　of 　language　must 　be　started 　afresh ）で ，
それが大施風 を捲 き起 した 。 その要旨は．（a＞発音指導の 徹底 ， （b）反復音読 の 重視，（c ）読書材料
に則 した文法 の 帰納的指導 ， （d）外国語 を通 じて の 直読直解，（e ＞新出語句や構文の指導，母国語
使用は許 され るが全 文訳 は しな い 。 （f）外国語 に よる質疑応答，（g）暗唱 した文 を文学化 し て教科
書の 文 を再現 す る 。 こ の い わゆ る復文 （retranslation ）を作文指導に か え る，などで あ っ た 。
Vietor の投 じた一石 は ， 1882年ス ェ ーデ ン の ス トッ ク ホ ル ム で 開催 され た言語学会 に お い て
Jespersen などを中心 と した研究グ ル ープ
’Avonsgne　tanden ’（− Can ’t　we 　soon 　put　an 　end
to　this？）が設立 され，革新的な外国語 教授法 の ため の 活動 が開始 された 。 3 年後の 1888年 に
国際音声字母 が制定 され，英国で も1889年 Sweet が The 　Practical　Study　of 　Language を出
版 し，音声重視の 外国語教授法 に強 い 裏づ け を与 えた。翌 1900年 フ ラ ン ス の パ リで開催 され た
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ラ ン ス の 音声学者 Paul　Edouard　Passy （1850− 1940）などが長所 を主張 したこ ともあ っ て ，
こ の教授法 は ドイツ の み ならず ヨー ロ ッ パ の教育界に お い て ， 1920年代 まで 主導的 な地位を保
っ た 。 フ ラ ン ス で も Fraugois　Gouin （1831− 1895）に よ っ て グ ア ン 教授法 （Gouin　Method ）
また は心理 的教授法 （Psychologica1　Method ）とい われ る教授法が発表 さ れた 。 こ れは Gouin
自身が文法訳読教授法 に よっ て ドイ ツ語学習 に失敗 した苦 い 経験 と反省と，幼児 が母国語 フ ラ
ン ス 語を習得す る過程 の 注意深 い 観察か ら ， 幼児の 言語 習得の 自然 な方法 とその 心 理過程 を外
国語教授法 に適用 した もので あっ た 。




とい われ るもの で ，
‘
Gustov　Wendt ’
に よ り1898年 ドイツ近代語学会議で発表され ， その 二 年後 に近代語学者の 重要合意 テーマ とし
て，大学，高等学校 などで公式 に採 用され た 。 その 内容は，（a ）外国語の 熟達 を授業の最高目標
とする 。 （b）授業言語は 英語 か ， フ ラ ン ス 語で行 う。 （c）母国語 へ の翻訳 は理 解 しがた き場合の み
可 とす る。 （d）外国語 へ の翻訳 は最少限とす る 。 （e ）文法演習の かわ りに ， 物話 中の慣 用語法お よ
び 同義語 の指導 を充分 に す る。   授業に用 い られ る教材は主 として現代文 とす る 。 なお ， その
選択 に あ た っ て は次 の 点 に留意す る 。 （a ）教材 は他国の 国民 性の 知識，風物 の 知識 を伝 える もの
で ，で き る だ けさ し絵など を使用 したもの とす る。学年に応 じて ， た とえばギ ム ナ ジ ウ ム の 第
七 学年に は外国の歴史 ， ま たその 地理 ， 主都の 地誌 を紹介で きるも の 。 最高学年で は歴 史上 の
主要な時代 ， 時事問題の 評論 などを含ん だ もの とす る 。 （b＞科学技術的 内容 も適当に考慮 されな
けれ ばな らな い 。 （c）詩には あまり時間 をさかず ， 国際的 な作品の みを使用す る 。 （d）文学史は除
外す る 。 （e）ドラ マ は休暇中の必読課題 とす る。 （f）聞い た内容を発 表で き る表現能 力をつ け る 。
　（4）1945年以後 の 外国語教育の 展開
　第二次大戦後， ドイツ は物 質面 ， 精神面 と もに どん底状態で あっ た 。 新 しい 時代 に対応す る
ため の 外国語教育の 学習目的 の 改訂 ， 新構想が必要で あっ た 。 19世紀 に英語，フ ラ ン ス 語 が古
典語 ， ラ テ ン 語 と同列 と な っ た時の よ うな議論，討論 が再び行 われた。最 大 の テ
ー
マ は外国語
教育は全生徒 に対 して 実施 され る べ きか否 か ， ま たは エ リー ト的生徒 に対 しての み実施 さ れ る
べ きで ある の か ， で あっ た 。 第 2の テ ーマ は授業内容 は教養 を与 え るもの で あるの か，そ れと
も実用知 識を与 え る もの か，で あ っ た 。 実際 の 展 開は戦後 の 占領区域 に よ っ て異 なっ た 。 ソ ビ
エ ト占領区域で は ， 1946年 ， 5 学年全員が ロ シ ア 語を第
一外国語 と して 学 んだ 。 西側 占領区域
で は英語 ， または フ ラ ン ス 語 が自由選択科目 と して ， Volksschule の カ リキ ュ ラ ム に組み 込ま
れた 。 都市国家連 邦州 （Bremen ，　Hamburg ，　Berlin）で は 5 学年 か ら全生徒 が外国語 をひ とっ
選 択す る こ とに なっ た 。
　戦後，占領国に よ っ て 教育改革が行 われた が，最 も問題 に な っ た の は上級学校で何 を第一外
国語 とす る か で あっ た 。 Niedersachsen　Sehleswing・Holstein　Hambury で 1ま英語 を第
一外
国語 に ， Nordrhein−・WestfaIen は ラテ ン 語 を第一に ， 女学校 は英語 ， フ ラ ン ス 占領区域で は フ
ランス 語 を第一外国語 に と，きわめて穏当な態度 を示 したの が，Hessen，　 Wittenberg ，　 Bayern
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合田 ：西 ドイ ツ 英語教育事情
であ っ た。
　1964年に ， 州総理 大臣 に よるハ ン ブル グ協定 に よ り，次の ような事項が制定 された 。   英語
を第一外国語 とす る 。   英語は Hanptschule で 必修科 目とする。 ドイツ経済の復興 ， 発展，輸
出の 増加 などに伴 い ， 外国語運用能力を必要とす る職場 が増加 した 。 海外へ の進 出が一層外国
語教育研究に拍車をか け る こ と に なっ た 。
　外国語運用能 力の 必要性 が高 か っ た最 中に も， 教育理 想主義者と実務教育主義者 との間で ，
外国語教育は ， その 目的 は教養主義 か ， 実務主義 か の論争が あっ た 。 その結果は 1964年の ハ ン
ブ ル グ協定で ， 実務教育主義者の 判定勝 ちとい う結果 と なっ た 。 さ らに その 協定は次の 事項 を
強調 して い た 。 （1旧 常生 活環境におけ る コ ミュ ニ ケージョ ン能 力の 養成（2）書 き言葉よ り， 話 し
言葉 を重視す る 。 （3）耳 と口 に よる帰納的方法を重視 した， Audiolingual　Approach に よる 1
ヶ国語授業 。
参考文献
we 　Multhanp　Einfuhrung 　in　die　Fachdidaktik　Englisch　Quelle＆ Meyer 　Heidefbeng
垣田 直己編　英語教育学研究ハ ン ドブ ッ ク　大修館
高木捨 三郎編　英語学　英語教育研究辞典　南雲堂
小川芳男編　英語教授法辞典　三省堂
4　 バ イ エ ル ン 州 に お け る英語指導要領
　　　　 第 9 ， 10学年の ケ ース
　バ イ エ ル ン 州 に お け る英語指導要領 を文部省 Dr ．Thum 氏 よ り入手 ， 説明 を受 けた 。 全文訳
は次回の 研究課題 と し，比較対照 をす る予定で ある 。 今回 IS　 out 　lineを示 す こ とに した 。
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      CuTricularer  Lehrplan  itir Englisch
als  1. Fremdspradie  in der  9. und  10. Jahrgangsstufe     '
    
'
 des Gymnastums
  Bekanntmachung  des  Bayertschen Staatsmtnistertums
           i"r Unterricht und  Kultus
      vom  22. 0kteber  19el Nt  Ilt6 -  Blt52 2t3
@
  Als  An]age  wiid  der Curricul-are Lehrp!an tur Englisch
als  1, Fremdsprache  in der  9, und  10, Jahrgangsstufe des
Gyrnnasiums  ver6ffentlicht,  Er trit･t fUr die 9. Jahrgangs-
stufe  mit  Beginn  des Schuljahres 1982iB3 und  ittr die
10, Jahrgangsstuie mit  Beginn des Schuljahres t983/84
in KTaft, Zu  den  jeweiligen Terminen  wird  der mit  Be-
kanntmachung  vom  1, Augusit 1964 (KMBI S, 341) ver-
6tfentlichte Lehrplan fUr die Neueren  Spradre4 f"r die
genanntev  Jahrgangsstnfen im Fach Englisch auigehoben,
Professor  Hans  M  a  i e  r
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die Satzbaurnuster und  Teile der
69
70
   Im  Englischunterricht begegnet  der j/un,ge Mensch  einer
Weltsprache, die es  lhm  ermOglicht,  sich  in seinen  pers6n-
lichen, beruflichen und  gesellschaftlichen Lebensbereichen
internationalzuvelstandigen.
  Tn den  Jahrgangsstufen 5 mit  10 orientiert  sich  das
Unterrichtsgeschehen in erster  Linie an  dam  Ziel, sprach-
Iiche Verstttndigung in lebensnahen  Grundsituationen
memschlicher  Begegnungen  zu  e;m6glichen  und  zu  ver-
wirklithen.  Diesein Ziel dient vor  allem  die prdktische
Anwendung  der englischen  Sprache als  Verstandigungs-
mittel  im  Unterricht. Dabei  gilt es  insbesondere, die SchU-
lei dadurch  zu  motivieren,  daB  sie  mit  den  jeweils ge-
lernten Redemi･tteln ihre eigenen  MitteilungsbedUrinisse
erra11en  kOnnen  und  erkennen,  dafi die so  erworbenen
sprachlichen  Fahigkeiten und  Fettigketten audi  in zukUnf-
tigen, auBerschulischen  Anwendur)gssituationen  notwen-
digundnUtzlidisind.
   Die sprachpraktischen  Ziele des Englischanterrichts
werden  erganTt  und  vertieft  dnTch maglichst  vietseitige
Jnforma･tionen liber die Lebensbedingungen  und  Lebens-
weisen  in englischsprachigen  Landern, vor  allem  in Gre6-
britamien  und  in den  USA,
   Der  Sprachunterricht orientiert  sich  einerseits  an  den
altersbedingten  Interessen und  ErfahTungen  der Schti!er,
berUcksichtigt aber  auch  den  BIick  der  Jugendlichen ftir
die Welt  der  Erwaclisenen als  ihre eigene  Zukunft, Das
Lernmaterial bezieht sich  demgemaB  in erster  Linie auf
lebensnahe Situationen ･und entsprechende  Themen  und
schlieBt  sachorientieTte  sowie  unterhaltende  Texte  ein,
  Die  G  r u  n  dp  h  a  s  e  des EnglSscinunterrichts, die bei
Englisch als  erster  FremdspTache  die fUnfte mit  zehnte
Jahrgangsstuie umfaBt,  ist gekennzeichnet durch die sy-
stematische  Erarbeitung undi  EintiburLg sowie  praktische
Anwendung  sprachlicher  Grundkenntnisse und  grundle-
gender  kommunikativer  Fljhtgkeiten mnd  Fertigkeiten,
Die Auswahl und  die Reihenfo!ge  der Erarbeitung der
vem  Schtiler aktiv  (produktiv) ztt  beherrschenden  sprach-
Iictien Mittel erfo]gt  durchgehencl nach  den  Kriterien
-  ihrer Htiufigkeit und  plaktischen Verwertbarkeit in
   lebensnahenAnwenaungssitua･tionen
-  ihrer Nichtersefzberkeit d･urch einfachere  spTach!iche
   Mittel-
 der  Schwierigkeit  ihrer Er!eTnung,
@
 Al}gemeine  Hinwetse  zum  Curricularen Lehrplan
@-1t,
 Allgemeine  Zielsetzung des C,urricularen Lehrpltins
  Der  Curriculare Lehrplan legt dida･ktische Schwerpunk-
  te ftir den Unterricht fesL Im  Rahmen  dieser Vorgaben
  bleibt eine  betrachtliche EntscheSdMngsfreihei-t des Leh-
  rers  ftir die peTsOn!tche Unterrichtsgestaltung erhalten.
  Nach  wie  vor  tragt jeder Lehrer eine  hohe  erzieheii-
  sthe  Verantwortung,  die sich  vor  allern  aus  ATt. 131
  Abs, t der Bayerischen  Verfassung  ableiteL  Wenn  die-
  ser  Lehrplan  darauf verzithtet,  erzieheristhe  Handlun-
  gen  bis ins einzelne  festzulegen, sell  dies keineswegs
   eine  Verengung des Unterrichts a･uf intellektuelre oder




Struktur  des Lehrplans
Der  Lehrpl･an  tst nadi  vier  didaktischen Kategorien ge-
ordnet:  Ein  Lernziel wird  anhand  eines  Lerninhnlts
mittels  bestimmter  Unterrichtsverlahien angestrebt;
idie  Lernzielkontrolle  zeigt  auf, inwieweit dits Lernziel
auf  dern eingesch!agenen  Weg  erreicht  worden  ist, Mit
dieser Gliederung entspricht  der Curriculare Lehrp]an
wei･tgehend  deT Unterrichtspraxis, die in der Regel
nach  einem  solchen  Modell  verlttuft,
3, Lernzielbeschreibungen
  Lernziele mWssen  mOglichst  eindeutig  und  differen-
  ziert  fermuliert werden,  um  die SchUler vor  Uberfer-
  derung  zu  schUtze=,  Leistungsbewertung  vergleichbar
  zu  machen  und  einheitliche  Grundlagen  fUr weiteres
  Lemen  zu  sch･affen,
Wie  die nachfo!gende  Ubersicht zeigt,  werden  daher
zur  Beschreibung der Ler4ziele im Curricularen Lehr-
pl･an cinheitlidie Begriffe verwendet,  die zwar  der
Alltagssprache  entnommen-sind,  fiber -  aufbauendi
auf  lerntheoretischen Erkenntnissen -  in ihrer  Be-
dcubung  prtizisiert wurden.  Ein Lern2iel wie  ,,Fahig-
keit, . , , Sprechhand!ungen  situations-  und  iollen,ge-
recht  a･veszuftihren", bes･teht aus  einem  persanlichkeits-
bezogenen  Teil (Fahigkeit) und  einem  inhaltsbezoge-
nen  Teil CSpTechhandlungen . . . auszuftihren),  Die Be-
grtffe, die den  eiwUnsd;ten  Lerngewinn  beim  SchUler
beschreiben, haben  einen  zweifachen  Aussagewert:
(1) Sie geben  Auskunft  Uber  die Zugeh6rigkeit  des
Lernziels zu  einer  der vier  Zielkla･ssen  CWissen, K6n-
nen,Erkennen,Werten),
Das  Lernziel ,,Einblick  in gesellschaftliche Gegeben-
heiten in GroBbritannien und  in den,USA''  z. B, ge-
htirt jemer Klasse  von  Zielen an,  die sich  besonders
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 @  Vorbernerkung(Preamble)
i The young  person meets  the acquaintance  of  internatienal 1 nguage in the English
i lessons, which  enables  him to make  hirnself internationally understood  in his personal,
i professional, and.socail  areas  of life.
I In grades 5-10 the lessons are  oriented  primarily toward  the goal ofmaking  possible
l and  realizing  real-to-life  elementary  situations of  hnman encounters.  The practical usage
l of  the English language as a means  of  underst4nding  is used  to reach  this objective  in the
l lessons. Of particular importance to motivate  the students, so that they are able to
: fu1fi11 their own  needs  to cornrnunicate  through  the use  of  their learned word  resources.
i In addition, the students  should  be motivated  so  that  they reabze  that their learned
::














                                                 em  : ut Fd  vecEgutffsJtfi
   The practical 1anguage goals of  the English course  are  supplemented  and  deepened
by as rnany  real-to-life and  ways-of-life  situations in English-speaking countries, in
panicuiar Great Britain a d  U.S.A. as possible.
   The English lesson is oriented  on  one  side  to the interests of  experiences  of the
students  within  their particular age  groups. However, the lessen does bear the world  of
grown-ups as their own  future world  in mind.  As a  result,･the  material  to be learned is
based primarily on  everday  situations and  the respective themes thereof, in adition  to
the inclusion of relevent and  arnusing  texts.
   Ihe elementary  phase of  the English lesson, which  encloses  Engish as the first
foreign language in the 5th through 10th grades, is marked  by the systematic  handling
and  practicing, as well  as  the practicai usage,  of  the fundamental knowledge of'the
launguage and  the cornniunicative  abilities  and  skills. The choice  and  order  of  the linguis-
tical forms to be used  by the students,  as  they actively  master  the lariguago, f ilows from
the foilowing criteria.
-  Their fr¢quency and  practical utilization  in everyday  situations
-
 Their irreplaceability through simpler  linguistical forms
-  The level of difTiculty in learning them
Allgemeine Hinweise zum  Curricularen Lehrplan




Allgemeine Zielsetzung des Curricularen Lehrplans
(General Fixi6g of  Goals in the Curricular Teaching Plan)
   Ilie teacher has a  1arge arnount  of personal freedom in organizing  the
lessons. The curricular teaching plan does not  attempt  to force any  teacher to
teach  in any  certain  way.  Each teacher should  feel free to fashion the classroom
teachng methods  as he wished.
Struktur des Lehrplans (Structure of  Teaching Man)
   Ihe teaching  plan is organized  into 4 didactic categories.
a) Ihe goal which  is to be reached.
b) The contents  of  that, which  ig to be learned.
c)  Specific teaching methods
d) Exarnination to ascertain  to what  extent  the goals have been achieved.
Lemzielbeschreibungen (Description of  Learning Objects)
   Goal have to- be as  clear  and  varied  as  possible, in otder  to protect the students
from becoming over-challenged,  to be able to make  comparable  evaluationF  and
to make  a  uniformed  foundation for continued  learning.
   [Ehere are  four goals which  are  to be strived  for;
a) Knowledge  b) Ability c) Recegnition d) Appraisal
   Each  of  the four goals are  stressed separately, but there is a  lot of  overlap-
ping and  each  oftentimes  imply or  depend on  the other  goals. Therefore, knowl-







Wissen); das Lernziel ,,Fahigkeit, , . . Sprechhand-
lungen  . . , auszufUhren"  hingegen  bezieht sich  vor-
nehrnltch  auf  das  Durchftihren von  Operationen  (Ziel-
klasiseK6nnen},
Je nach  K]asse wird  also  durch clas Lernziel ein  di-
dak･tischer Sdiwerpunkt  festgelegt, der auch  das  mafi-
gebliche Kriteri.um fUr die Lemzielkqntrolle bildet, In
der  Untbrriditspraxis greifen die Zielklassen aller-
dings weitgehend  ineinandev ･tind bedingen  sich  oft
gegenseittg. Se  kann  es  nicht  Absicht sein, Wissen
ohne  Einsicht, K6nnen  ehne  Kenntnis oder  Versttind-
nis  ehne  Wertung  zu  verrnitteln,
{2) Sie geben Auskunft  Uber  den  gewUnsditen  lnterisi-
titsgTad  des Lernens  innerhalb einer  Zielklasse, DeT
Begtitt,,Mnblidc" (in gesellschaftliclreGegebenheitenin
GroSbTilannien und  in den  USA)  z. B. bezeichnet  die
Anferderungsstufe, auf  der ein  Lerngegenstand  ge-
lehrt weTden  solL  ,,EinblickJ'  ist in dem  zugrunde  lie-
genden  Beschreitrung$system Avsdruck  ftir eine  erste
Begegnung  rnit  einern  Wissensgebiet, verlangt  ketn
tiefeTes Eindringbn.  Hingegen  wtirde  eine  Lernziel-
formulierung  ,,VertrautheiV'  (mit gesel]schaftlichen
Gegebenheiten  in GroBbritannien  und  in den USA)
eingehende  Spezialkenntnisse bedingen,
@-3-1
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heryorgeht, weTden  durdi Zusat:e (z, B, bezUg]ich der geferderten
@-4
 4, VerbindlichkeitundFreiheit
    Der  vorliegende  Lehrplan ist von  Lehrern  in einem
    Arbeitskreis des  Staatsinstituts flir Schurptidagogik
    (ISP) in MUnchen  entworfen  und  rnit  Ve.rtretern der,
    Wissenschaftabgestimmtworden.
    Lernziele und  Lerninhaite des Lehrplans sind  verbind-
    tich, nicht  jodech ihre Reihenfolge. Die  Verbindli[hkeit
    der Lerninhalte wird  allerdings  verschiedentlich  durch
    die Angsbe  von  Alternativen  bzw, Beispielen teilweise
    aufgehoben.  -  Dte  Hinweise  zu  Unterrichtsverfahren
   und  Lernzielkentiollen sind,dagegen  unvgrbindllche
    Empfehlungen,
   Die Hinweise  zur  Lernzielkontrolle d"rten nicht  als
   Auffordermng  zu  standiger  Letstungsbewertung  (Be-
   notung)  mi6verstanden.werden,  Vie]rnehr sollen  Le･h-
    reT und  SchOler auf  besonders gee'ignete MOglichkeiten
    hingewiesen  werden,  sich  tiber den  Ertolg ihres  Leh-
    Tens  und  Lernens  selbst  Rechenschaft zu  geben.
Lernzielformulierung u d  Auswahl tler Lerninhalte
sind  darauf  ausgerichtet,  das  Leistungsverm6gen  de:
SchUler nicht  zu  tiberfoTdern,  Lernziele und  Lernin-
halte sind  so  nngelegt,  dafi eine  Zeitreserve von  rund
einem  Flinftel der laut  Stundentafel Tur  Verftt･qung
stehenden  Zei･t fttr diejenigen etuieheri･schen  Bereidie
des Unterridits und  filr Tatigkeiten genutzt werden
kann, die nic±it unmittelbar  mit  der Vermittlung  der
vorgegebenen  Lerninhalte in Zusammenhang  stehen,
@-55.
 Fachterminolggie
  Es wiTd  durdigehend  versucht,  die Fachterminologie
  ･auf ein  notwendiges  Minimum  iu  beschranken, Aus
  Grttnden der Eindentigkeit und  der wissenschaftlichen
  Richtigkeit kann  jedoch auf  bestimmte  Fachbegriffe -
  teilweise auch  in englischer  Sprache -  nictit  ganz  ver-
  zichtet  werden  {z, B. Sprechhandlung,  Redemitiel,
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                                                     ･ ･･!
Ubersicht Uber die Lernzielbeschrelbungen :                                                       ''                                    t tt  t/
(Synopsis of  the Deseriptions of  learned Goals) 
'
 l
a)  Anforderungsstufen (Requirement Levels) i
b) Einblick {Insight): (into excerpt  ofafield  of knowledge) i
c)  Uberblick (Overview): (over the relatiQnship  between important partg) 1
                                       ･ ･ 1
d) Explaini,ng the first meetingwithafield  of  knowledgg . I
e) Kenntnis (Cognizarice): requires stronger  descrimination between contents  l
  and  stress  of  the relptionships  l
D Vertraulheit (Farndiarity): means  having as many  fragrnents of imformation l
  at one's  disposal as possible. I
g) Fghigheit (Capability): singifies the abdity,  which  is imperative in completing  I
  the operations  :
h) Fertigheit (Skill): requires  polished, almost effbrtless  commarld  of  learned 1
              . :
  abilities,  ･ ･ ,
            
.･
 ･ ･ :
                       : means  hatfing the practiced exercises at  one's  :i) Beherrschung (Comrnand)
  disposal l
j) Bewutstsein (Consciouness): The important aspects  of  the problems are  i
  understood.  , ･ i
k) Einsicht (Insight): [[1ie solution of  a problem is understood  or  worked  out,  i
1) Versth'ndnts (Understanding): The solution  ofthe  problem is checked  over  l
  recognized  i
m)openness,inclination,interest  l
                                                                 :
n)  Attension, willingness,  satisfaction '. :                                                          '                                                              ･d'
o)  Determination ..  ' 1
           
. :
p) Knowledge :




                                                                 :
Verbindlichkeit und  Freiheit (Obligations and  Freedom)  I
    TIie teaching  plan has been designed by teachers in the State Institute for i
Educational Theory (ISP) in Munich and  voted  upon  by  representatives of  the i
department of  educational  science.  The  goals and  subject  metter  are  cornpulsory,  l'
however, not  in their order,  Recommendations  as to the teaching methods  are  l
                                                                 :
not  binding, abowing for more  freedom on  the side  of  the teachen :
    [[he recommendation  to the evaluation  of learned goals should not  be mis-  l
understood  as a request  to haye examinations  too often. Instead teachers and  l
students  should  be able  to come  to terms  about  how  they  can  be able  to exalt :
their progress thernselves i
    The setting of the goals and  choice  of  subject  matter  are  so  designed, so as i
not  to over-challenge  the students, The goals of subject matter  are designed, so  i
that about  115 of  the classroom  time wil1  be left over  to be used  for pedagogic i
areas  that no  direct connections  with  the subject matter.  i
                                                                 :
 Fchterrninologie (T chnical Terminology) l
    Technical terminology should  be kept to a  minimum.  It is, however, not  i
 always  possible to leaye out  al1 specific technical terrns, when  knowledge thereof i
                                                                 
･:
helps to bring about  clarity and  scientific  accuracy.  :






   {t. Fremdsprathe}  tn der 9. und  10, Jahrgangsstufe
   In  den  Curricularen Lehrp]ttnen fUr neusprachliche
Unterrichtsfacher muB  der Tatsache ,Rechnung etragen
werden,  dan  es  insbesondere  in der  mehrjfihrigen  Grund-
phasediesesUnterrichts um  etn  umfassendesLerniiel  geht,
ftir dessen Erarbei･Iung Lehrer und  Schtiler mphrere  Jahre
benOtigent narnlich  um  einen  angemessenen  Grad  de:
(sprachrezeptiven wie  sprachproduktiven)  VerfUgbarkeit
der Fremdsprache. Die  Erretchung dieses Gesamtaieles
wifid  aut  verschiedenen  Ebenen  sprftchlicher  VerstandF
gung  angestrebt,  Dies hat zur  Folge, daB  sich ein  neu-
sprachIicher  Lehrplan  ats  strukturterende  Erltiuterung
dieses  Gesamtzteles verstehen  muB,  Die  ETarbeitung die-
se$  Zieles erstreckt  sich  Uber.mehrere  Lerr:jahre; dadurch
wjrd  es  notwendig,  die wesentlichen  Dimensionen  dieses
Lernprozesses in den Lehrplanen  ftir gie aufeinanderfol-
genden  Lernjahre wiede:helt  anzusprechen.  Die Beschrei-
b-ng  des Englischunterrithts ars einer  mehrstrtingigen,
kontinuierlichen Progression erfelgt  in Cvrricularen
Lehrplanen, die die JahTesziele als  Zwischenstuien  auf
dem  Weg  tur  Erreichung des Gesamtziels benennen.  Die
Lernziele des vorliegenden  Lehrplans (rnit den  dazuge-
htirigen Lerninhalten, Vnterrichtsverfahren und  Lernziel-
kontTollen)  sind  nach  Richtzielbereichen geordnet:





















-  RichtztelbeTeidi 3: Allgemeine  und  fachUbergreifende
                  ternziele
   Die  Richtzielbereiche 2 unct  3 gelten jtthngangsUbeT-
greifend rur die 9, ,und 10. Jahrgangsstufe, wahrend  der
Rich･tzielbereich 1 fUr jede JahTgangsstttfe gesondert be-
schrieben  wird.
  In den vier  Teilabschnitten des Richtzielbereichs 1,
,,Sprachliche  Fahlgkeiten  und  Fertigkeiten`' werden  je-
weils  an  erster  Stelle die tibeTgeordneten, situationsbezo-
genen  Lernziele genannt. DaB  das dort geforder･te spradi-
praktische Verstehen, Sprechen und  Schreiben nur  unter
Anwendung  vpn  Kenntnissen  aus  den  Bereichen Wort-
schatz  und  Strukturen mOglich  ist, versteht  sich  von
selbst.
   Um  die Lernzielformulierungen nicht  zu  vielsdiichtig
werden  zu  lassen,  werden  die sprechlichen  Mit･tel jeweils
an  zweiter  Stelle els  getrenntes Lern4iel ausgewiesen,
Sie werden  an  dieser Stelle audi  im  einzelnen  prttzisiert,
Ftir kommunika･tionsorientierten Sprachunterricht ist es
ven  entscheiclender  Bedcutung,  daS  es  bei den  sprach-
lichem Mitteln nicht  um  Kenntnisse  um  ihTer se]bst  willen
geht, sondern  immer  nur  um  die Verftigbarkeit de: tUr
den  tibengeoidneten Zweck Gprachlicher  Versttindigung
ben6tigten Voraussetzungen,  W6rter  und  Strukturen die-
nen  -  jedenfaHs auf  dieser Lernstufe -  nicht  als  Batt-
steine  eines  sprach]ichen  Systerns, sondern  als  notwen.
dige  Mi･ttel fUr die Versprachlichung von  Vorstellungen
und  Gedanken,  De:rtsgemtias wird  in den  betreffenden
Lernzielen nidit  ,,Kenntnis'i  sondern  ,,FahigkeiV'  der
Anwendung  dieser sprachlithen  Mittel verlangt,  Der Be-
griff ,,FShigZeiV"  entspric!it  dabei keinem  einheitlich  und
eindetttig  festschreibbaren Anspruchsniveau.  Er  muS  in
diesem  Zusammenhttng  vielmehr  so  verstanden  werden,
daB der Sdttiler nadi  erstmaliger  EinftihTung und  kur-
zem  Uben  der tn Frage komme-den  sprachlichen  Mittel
die spradirezeptiven btw. sprachproduktiven  Leistungen
zunEdtst  nur  durch Imttation oder  bewuBtes  Uberle,gen
erbringt.  Durch  gezielte und  durch immanente  Wieder-
holung  wird  tiiese Fahigkeit -  besonders  bei den  am
htiufigsten anwendbaren  sprachlichen  Mitteln -  allmah-
lich zur  ,,Fertigkeit"  (,,eingeschIMenes, fast  m"heloses
KOnnen")  und  schlie61ich  -  we]igstens  in einigen  Teil-
bereidien und  nach  Abla"t mehrerer  Lernmonate  bzw,
-jahre -  zur  ,,Beherrs[hung""  (,,souvertines Verftigen
Uber die eingetibten  Verfah:ensmusteT"). Aus  nahelie-
genden  Gr[inden ist es  allerdings  nitht  mOglich,  bei jeder
einzelnen  sprachlichen  Erscheinung  anzugelben,  zu  wel-
chem  Zeitpunkt der Schtiler sie  im Sinne einer  ,,FeTtig.
keit" bzw, ,,Beherrschupg" anzuwenden  vermag,
   Wichtig ist in diesem  Zusammenhang  die Unterschei-
dung  zwischen  produktiver (seg, aktiver)  BeheTrschung
(Richtziele 12  und  1,4) und  rezeptiver  (sog. passiver) Be-
herrschung (Richtziele 1.t und  1.3), und  zwar  sowohl  in
bezug  aut  den Wortschatz als  auch  in bezug auf  die gram-
matischen  Strukturen. Dabei  bedeutet  ,,produktive"  Fti-
higkeit, dafi die SchUler in der Lage  sind,  die sprachlichen
Mittel in ei,genen  Aufiepungen  richtig und  angemessen
zuverwenden,
   ,,Rezeptive" Fahigkeit hingegen  heitst, daB  sprachliche
Mittel, deren Becletttvng bzw, Funktion  in einem  oder
mehreren  Kontexten  geklart und  verstanden  wurde,  vem
Schtiler bei anderen  Gelegenheiten  -  in neuen  Kontexten
-  lediglich wiedere  rkannt  und'  verstanden  werden.
   Die  Un･terscheidung zwisdien  rezeptiver  und  produk-
tiver Beherrschung  sprachlicher  Mittel ist im  praktischen
LernprozeB selbstversttind!ich  nur  annaherungsweise
mOglich,  da  die Ubergange  zwischen  ,,verstehen'' una
,,anwentten  kOnnenJ' .stets flienend sind,  Sie gesta･ttet
jedoch didaktische Schwerpunktsetzung  im  Unterricht,
z.B.  eine  Verwendung  von  motivationsf5rdernden  Lese-
bzw.  HUrtexten  ohne  tiberlastenden Lernaufwand  ftir die
SchUleT. Gerade  in ider  Mittelstufe soll  von  dieser M6g-
lichkeitGebrauchgemach･tweTden,
  rm Bereich der Leistnngserhebung  ist diese Unter-
scheidung  insofern von  Bedeutung,  als die nur  rezeptiv
zu  behrr,sdaenden sprachlich･en  Mittel h6chstens in repTo-
duktiver Anwendung  (d. h, zur  unmittelbaren  Vbernahme
elis  einern  Text  etwa  bei der Beantwortung  von  Fragen),
auf  keinen Fall jedoch in produktiver  Verwendung  (d, h.
eigenstandlg  ohne  VeTgabe)  gefordert werden  ,dUrfen.
   FUr  den  Bereich des Wortschatzes  gilt, daB  von  Beginn
der Grundphase  ,an eln  fUr die prttktischen Belange  der
mifndlichen  und  schriftlichen  Versttindtgung notwendigeT
Grundwortschatz  tiermittelt, in m6glichst  vielen  und  vari-
ierten Anwendungssituationen  gelernt und  durch sygte-
matische  Wioderhelvng  tibe: die Lernjahre hin gefestigt
wird,
  Zu  beacttten ist, dalS der Umfang  des Wortschatzes,
ilber den  der  SchUler verfUgen  muB,  im rezeptiven  Bereid!
pt6rverstehen und  Leseverstehen) naturgemSB  graSer  ist
als im spiachproduktiveri  Bereich (SpTechfertigkeit bzw.
schriftlicherAusqruck).
   Die im  Lehrplan im  rezeptiven  Bereida genannten
Zahlen  seizen  si(h  demgemiS  zusammen
-  einemeits  aus  W6rtern,  Uber  die der SchtiIer sprech-
  produktiv (und damit  auth  reneptiv)  vetiUgen  mufi,
   und-
 andere:sei･ts  eus  WOrtern,  libeT die er nur  rezeptiv





am:di  E4V  ec:･gijE4Jve
  Am  Erhde des  5, Lernjahres oll der  SchUleT ttber fol-
gencleWortschetzkenntnisseve:ftigen:
-  sprachproduk･tiy:  iasgesttmt ca, 1450 W6rter
-  rezeptivt  die ca, 1450 sprachprodektiv  zu  beherrschen-
  dan  WOrter, dazu ca.  t150 weitere  WOrte:  nur  reeep-
  tiv, insgesamt alse  ea. 2600 W6rteT,
  Arn  Ende  des fi, Lerajahres soll der Sdifiler Uber
folgende Wortschatzkenritnisse verftigen:
-  sprachproduktiv:  insgesamt ca. 16oo WO:ter
-
 rezeptiv:  die ca, t600 sprathproduktiv  zu  beherrschen-
  den W6rter, dazu  ca, 1400 wei,teTe  W6rter  nur  rezep-
  tiv, insgesamt  also  ca,  3eOO W6rter.
   ln der Regel enthalten  Lehrwerke  und  sonstige  Texte
mehr  Wortschatz  als  fttr die jeweiligen Jahrgangsstufen
zur  produktiven  bzw, rezeptiven  Beherrschung  vorgese-
hen  ist, d, h. in der betreffenden Zeit tatsadilich gelemt
und  behalten werden  kann, Es handelt sidi  um  elnen von
Fall zu  Fall verschiedenen  Zusatzwortsthalz, der zur  al.
tersgemttfien,  anregenden,  infermatiyen und  damit  moti-
vierenden  Gestttltung von  Unterricht notwendig  ist.
   Schon  in der  7. und  B, Jahrgangsstuie, verstarkt  aber
in der 9, und  10, Jahrgangsstufe, begegnet  der Schtiler in
anspruchsvolleren  Texten einem  WoTtschatz, der pur
kurzfristig beherrsdit wivd,  dann  aber  {zuntichst) wieder
in Vergessenheit geraten kann,
   Dieser Wertschatz  kann  zwar  in  angemessener  Weise
in LetstungGerhebungen  bis zur  nact:sten  Schulaufgabe
einschlieBlich  miteinbezogen  werden,  daTf aber  spater
nicht  als behertscht vorausgesetzt  werden,  da  eine  sttin-
dige -  zur  produktiven  Beherrsdivng  unbedingt  erfer-
derliche -  Reaktivierung dieses Zusatzwortschatzes nicht
erfolgt,  Man  kann  allerdings  davon ausgehen,  daB bei
v}elen  SchtileTn ein Teil dieses Wortschatzes automatisch
in den  Bereich der rezeptiven  Beherrs{hung  tibergeht,
Bei Leistungserhebungen  darf dies aber  nicht  vorausge-
setzt  werden,
  Die  grundlegenden  gTammatisd!en  Erschelnungen  sind
ebense  wie  der grundlegende  Wortschatz  stets  in Sinnau-
sammenhtingen  zu  lernen und  zu  Uben, Das LernTrva･terial
wird  den  Schttlern in aller  Regel in der FoTm  zusamrnen-
hUngender mtindlicher  und  schriitlicher  AuSerungen
(,,Lehrtexte'i) in englischer  Sprache  dargeboten.
  Dabei  wircl Einstdit tn sprathliche  GesetzmttSigkeiten
grundsatzlich auf  induktivem  Wege  angestrebt.
  Neben  den  Lernzielen und  Lerninhalten, die sprach-
liche Fahigkeiten und  Fertigkeiten im  allgemeinen  und
die Beherrschung  bestimmter  sprachlicher  Mittel im be-
sonderen  betreften, enthalt  der Lehrplan  auch  Lernziele,
die sich explizit  auf  die atfektiye  Dimenston  des  Sprach-
lernprozesses beziehen,
  Die affektiven  Lemziele, ztt deren  ErfUllung auch  Hin-
weise  in den  Spalten Lerninhalt und  Unterridi･tsveriahren
andere:,  nicht-affektiver  Lemziele  beitragen, sind  ftir den
Lehrer verbindlich,  Damit  eihalt  der padagogische  Auf-
trag des  Lehrers das ihm  zukommende  Gewicht  in der
Doppelauigabe  
,,Lehren
 und  Erziehen",
   Von  den  mbglichen  affektiven  Lern2ielen (vgl. Uber-
sitht  tiber die Lerniielbeschreibungen, S. 43) ist in diesem
Lehrplan vor  allem  der BegTiff ,,Bereitschaft''  herausge-
griffen worden.  Er ist allerdings  vielschichtig  und  umffifit
positive Ernstellungen wie
-  Freude  am  Lemprezefi und  Lerngegenstand
-  intbllektuelle Aufgeschlossenheit, Neugierde  und  ln-
   teresse dem  Lerngegenstand  gegenUber
-
 Freiwi]ligkeit als  Bestandteil der Pers6nliditeitsbir-
   dung.
   Anf  Grund  der  entwicklungspsychelogiGchen  Situation
bei SchUlern der 9, und  10. Jahngangsstufe mun  der Lehrer
bei seiner  Etziehungsthtigkeit bertirksichtigen, dafi die
Motivation  deT Sditi1er
-  stch  zunehmend  am  Erkentien von  Bedev.dng  und
   Zwedtzusammenhangenerientierensollte
-  sich  nicht  auf  die momentane  Situation beschranken,
   sondern  zu  einer  dauemden  Haltung  werden  sollte
-  aus  der Ich-Bezogenheit versttirkt  zum  Denken  und
   Handeln  fUr andere  gefilhrt werden  6el]te.
   Grundsatzlidi i$t im  Unterricht folgendes zu  beachten:
-  Aufba･uende  KTitik, Lob  und  Ermunterung  sollen  dem
   SchUler helfen, seine  Pers6nlichkeit zu  entwickeln;
   denn  vor  allem  in der Mittelstute ist Sdwlerfelg  nur
   auf  der Basis von  Selbstver!rauen gewahTleistet,
-  Der  individuelle LernprozeB  des Sditilers  mit  seinen
   speziellen  Sttirken, aber  auch  Schwachen  und  S[hwie-
   rigkeiten  sollte  genUgend  beachtet werden.
-  Dle Reaktion auf  abweichendes  VerhaTten Cz.B. Lei-
   stungsverweigerung,  bestandiges St6Ten} sollte  von
   der  ETkenntnis der  Ursachen  geleitet werden,                  ,-  Beim  Auftreten von  Konfiik-ten sollte  durch ein  offe-
   nes  Gesprach  ein  entspannendes  Unterrichtsklima ge-
   schaffenwerden.
-
 Lerngegenstande  und  Lerninhalte 6ollten  sich am  Le-
   bens- und  Interessensbereidi des Schtilers orientieren.
   Falls Diskussionen  tiber rnteressen oder  BedUrfnisse
  der Schtiler im  Rahmen  des Englischunterrichts deren
  fremdsprachliche Fahigkeiten tiberstefigen, kann  auf
   Einsprachigkeitve;zichtetwerden.
-  Lernzielorientierte Unterrichtsfermen sor]en  den  SchU-
  ]er in zunehmenclem  MaSe  zur  Selbsttatigkeit und
   Selbstttndigkeitbefllhigen.
-
 Ausreichende  Vorbereitung  ver  Leistungseihebungen
  und  klare Infoimationen  tiber die ATt  der Aufgaben-
   stell･ung  sollen  itir ein  mOglichst  entspanntes  PrUfungs-
   klima sorgen,
   Zu  beachten ist, daB  die beschriebene systematische
Glteaerung  der Zernztele  und  Lerninhalte keineswegs
eine  methodische  oder  gar chronelogische  Abfolge  wider-
spiegelt.
   Ent-sprechend ist auch  bei den Hinweisen  auf  Unteti
richtsverfahren  zu  beaditen, daB  hier nur  stichwortartige
Anregungen  gegeben  werden  k6nnen  und  so]]en.  Die ptid-
ftgogische  Freiheit des  Lehrers bleibt auch  in diesern Be-
reich  gewahrt  und  umfaBt  somi･t auBer  der Gestaltung des
nach  Erarbeitung der verbindlichen  Lernzlele verbleiben-
den  Freiraums und  neben  der Auswahl  alternativer  Lern-
inhalte in jedem Fall auch  die methodische  Gestaltung des
Unterrichts, ln den  auf  diese Weise  auch  stets  neue  -
z, B. durch technische  Bntwid[lungen  erm6glichte  -  Ar-
beitsformen einbezagen  werden  k6nnen,
   Im Rahmen  der Lernzlelkontrellen wird  der Lehrer
aufmerk$am  alle sprachlichen  und  auSersprachlichen
Schttlerreaktionen beobachten, ttm  auf  Grund  der dabei
gemachten  Feststelrungen seine  UnterrichtsftihTung･zu
UberprUfen und  meiterzuplanen  und  ggf. den  Lernerfolg
seiner  Schtiler zu  yerbessern.  Bei den  Angaben  in dieser
Spalte geht es  also  keineswegs  nur  tim  Leistungserhe-
bung  und  Benotung  (ygl. auch  oben  die ,,Hinweise  zum
CurricularenLeh:plan`').
   Auch  in den beiden letzten Jahren  der Grundphase
des Englischunterrichts bleibt die grtindliche Ausblldung
der vier  Grundiertlgkeiten (H6ren, Sprechen, Lesen,
Schreiben} ein  zentreles  Anliegen  des Unterrichts, Nur
so  ist die Ausweitung  der Ubergreifenden kommunikati.






  lm Bereich des
Spre(hwelse  Wert
trager (Tenband,
da  nur  durch das
H6rverstehen,yoll
HOrverstehens  wird･ a･ui eine  normale
gelegt, 
'Dabei
 ist es  erforderlich,  Ton-
Kassette, Sthallplatte) zu  verwenden,
 Anh6ren  verschiedener  Sprecher das
entwickelt  werden  kan=,
  Im  Bereich der Sprechferttgkett wird  auf  fiUssiges
Sprechen, angemessenes  Tempo,  Betonungen,  intenation
u･sw, hingearbeitet.
  Im  BeTeich des  Leseverstehens  werden  die Techniken
des genauen (intensiven) unct  des kurserischen Lesens
vertiett
   Die Schtiler werden  angeTegt,  auch  langere Texte
selbstttndig  zu  lesen,
  Der  Bereich schrtttlidier  Atisdrudt gevtinnt zuneh-
mend  an.  Bedeutung.  Die  SchtileT sollen  die Ftihigkeit
erwerben,  selbstandig  lusammenh5ngehde  Texte  zu  er-
stellen  Minftihrung zur  Textaufgabe).
  ･Der Bereich Landeskunde f6rdert die Fahigkeit, sich
mit  Mensthen  aus  den  epglischspracotgen  Landern zu
verstandigen  una  ihre Lebensgewohnheiten  und  Prebleme
iu  verstehen,  Dabei  berticksichtigt aer Lehrplan  auch  die
Tat･sache, daB  jn abderen  Ftichern (E:dkunde, Geschichte,
Sozialkunde) Kenntnisse  und  Fahigkelten erworben  Mrur-
de"  die im  Landeskundeunterricht  des  Fadies Englisch
venvertet  werden  k6nnen.
  Weiterhin  gilt jedoch der Grundsatz, daB  Landes-
kunde  nidit  getrennt vom  Richtzielbereich 1 (sprachIidie
Ffihigkeiten und  Fertigkeiten) betrleben werden  soll,
  Dies gilt auch  {Ur den  Bereich der Textbetraditung.
Textbetrachtung beinhaltet auf  dieser Stufe vor  allem
nodi  Beschaftigung mit  Funktion  und  ･typaschen Merk-
malen  von  Texten, Dabet  kann  der Lehrer auf  Kennniisse
und  Fahigkeiten zurUd"greifen,  die im Deutschunterricht
erwoiben  wurden,  Texthetraditung  soll auch  rnteresse
und  Verstttndnis ftiT literarische Texte  wecken,
  Im  Bereich der Spradibetraditullg erwirbt  der Schtiler
Einblidre -nd  Fahigkeitep, die ihrn bei der Fest,igung
und  Ausweituag seiner  Englischkenntnisse, aber  au{Si
beim  Erwerb  anclerer  Fremdspradien  he;fen.
  Die  allgemeinen  und  tathilbergreifenden Lernziele
des Richtzielbereichs 3 k6nnen  nicht  isoliert yem  Fiemd-
sprachenunterricht  irn engeren  Sinn vermittelt  werden,
Solche fachtibergreifende lternziele ais Hilfe zur  Lebenfi-
gestaltung sowohl  im ,privaten als auch  im Offentlidien
Bereich gewlnnen  mit  dein tortschreitenden SprecheT-
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 2,t) z, B,
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 -  eraahlende  und  be-
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@-3
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@-4
 Multiple choice tests
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  -  Fakten
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Hinweise zum  Curricularen Lehrplan fiir Englisch (1. Remdsprache) in der 9. und  10. i
                                                                  :
Jahrgangsstufe :
(Recommendations for the Cunicular Teaching Plan in English as the first foreigri lan- i
guage in the9th and  lOth Grades) ' . . 
' .i                                                          ''                                                                  /
   It is important to bring the years of  foundation work  in the foreigri 1anguage, i
which  the student  has previously had, to a comprehensive  goal. The students  are  to be i
made  to understand  that the learning of  the foreign lartguage is acontinuous  process i
which  requires  work  over  many  years. At the end  of  the 5th year of  English lessons i
(Grade 9), the student  should  know  about  1450 words  actively  (to be able to speak, i
using  this many  words)  and  another  1 150 words  (2600 in all) passively (words which  are I
understood,  get not  actively  usable).  I
   At  the end  of  the 6th year of  English lessons (Grade 10), the student  should be abre  I
to haye an  active control over 1600 words  and  a passiye control  over  another  1400-3000 i･
in al1. I
   During the last two years of the elementary  English lessons (Grades 9-10), stress i
shold be placed on  the four fundamental skills - hearing, speaking,  reading,  and  writing.  i
   In the area  of hearing it is necessary  t6 use  tapes, cassettes  and  recerds  which  offer i
                           ･ l
a  variety  ef  different speakers,  so  that the student  can develop his oral understanding  :
                 . I
better. ,
                                                                  :
                                                                  :
Language Abihties and  Skills 9th Grade l
AuTal Comprehension i
                                                                  :
Goal.
@-2 Content:
@-3 Teaching Methods: Controned practice in comprehending  spoken  language, p
@-4 Evaluation:
@@@@Goals of  Learnmg
ContentTeachingMethod
Eyaluation of  Learning
Ability to comprehend  the utterances  (appropriate to the learnmg level) of  :
        
･ :
anative  speaker  or  other  user  of  Enghsh, :
                                                        :Listening passages related  to facts and  events  withn  the range  of  the :
students'  experience  and  interests. i
-Excerpts frorn ews  broadcasts i
-Reportage,commentaries
 - l-
 Narrative and  descriptive texts l
                                                        :-Dialogues,interviewfi,dramaskits :
-Folk  Music, songs  etc. i
                                               rincipally i
through the use  of various  sound  media,  and,  ifnecessary,of the language i
laboratory. i
-
 Multiple Choice Tests (Overall comprehension,  facts, Textual inter- i
  pretation) i-True-false tests :
-  Answering of  questions (oral, if need  be, written)  related to overal1 i
  cernprehension  l:
-
 Linguistic details-details of  content  i
-
 Comprehensive reproduction  of  the material  heard (oral, if need  be, i
  written)  l
                                                        i
                                                        l
                                                        :
                                                        I
                                                        ]
                                                   
tl
                                                        i･
                                                        i





LeTnziele Lerninhalte Unterriditsvetfahren Le;nzielkontrollen
t,2 Fahigheit, AttBe-
   rungen  bew, H6r-
   texte auch  dann zu
   verstehen,  wenn  sie
   eine  Reihe von
   unbekannten
   sprachlichen  M･ltteln
   enthaltentkorpbi-
   natorischesHOrver-
   stehen),
H6rtexte  wie  bei Letn-
ziel  1 beschrieben,
Unbekanntesprachliche
Mittel mUssen  aus  dem
Zusammenhanger-





Vorrpialen ven  HOr-
texten. die einer  nftttir-
]idienKommunikatiens-
situatiengereditwenden.
Bewu6tes  Zulassen  ver-
eirrzelterSchwierdgkei-
,ten, z, B,-
 versthiedene  Spre-
  cher panterschledliche
  Stimmen,  unterschaed-
  licheSprechgesdiwin-
  digkeit,untensthled-
  ltch deutliche Aitiku-
  latien,modifizierte
  Sprechst4ndttrdsJ-  untersdii/edliche  Hin-
  tevgTundgerEnscheje
  na[h･Sprechsituatien
   (z, B, SEudioauinahme,
  Aufienaufnahne):
Versuch, beim  etsten
H6ren  den  Inhalt zu




durch Fragen  zum  Geh6r-





zur  genaueren  Erschlie-
inngigelegentlichasMitschrei-
ben von  far das GesamV






   Lerninhalt  bezeich- ,
   netenspradilichen
   Mi･ttel zu  verstehen,
Ein Wortsdta･tz yen  ca,
2600 Einheiten am  Ende
der 9. Jahngangsstufei
dies entspricht  einem
Zuwachs  von  ca. 400
Einheitengegentiber
der 8. Jahrgaibgsstufe,
Zustttzlich :u  den  pre-
duktiv zu  beherrschenden
Strukturen  (vgL Anhang,
S, 70) eine  begrenzte




Texte  benOtigt we:den
(vgL-Richtziel 1,3, S, 52).
Die wichtigsten  In-
tenationsmuster,
Wie{ierholteDarbietung
dieser sprachlichen  )asttel
in verschiedenen  Spredi-
situationen  und  in HOr-
texten, insbesendere
auch  Verwendung  eines
tiberwiegend  rezeptiven






   Jahrgangsstufe
   angemessene  H6r-
   texte anzuhOTen
   uiful zu verstehen.
H6rtexte  wie  bei Lern-
ziel 1 beschrieben, die
d･urch ihre (aktuelle)















Lernziele Lerninhaite UnterrichtsveTfahren Lernzielkontrollen
@-1









 stch  aus  den  Gespridis-
 situationen  im Unter-
 richtergeben:
op-3
 Verwendung  der erligli-
 schen  Sprathe als Vbr-
 standigungsm･ittelbei
 mOglichst  allen  Gelegen-
 heiten im  UnteuichtT
t,1 FUhigkeit, sich  in
   GesprEdien  ange-
   messen  zu  ver-
   stdndigen:fragen,
   rtidcfrthgen,zusttm-
   men,  Einwande
   erheben,  angumen-
   tieren usw.
Ge'sprtithe Uber Texte
und  Ihemen,  insbeson-
dere eus  den  ･Bereidien
,der Richtziele 2.1 Lan-









dliietent countries;  .
asking  ior and  giving
advice;  complalnjng.
apelogizing  and  ex-
plaim'ng; deiendjng
ene's  pejnt of  view;
weitgehendeVerwen.




(auch ven  Bildern, Gra-
phiken}, Sprechen  tiber
Themen, die sich  aus
den krten  oder  a"f-
grund  aktueller  Anltisse
eryeben:  dabei inter.
aktives  Sprechen  in der
Klasse Cvgl, Lernztel 3):
Gestalten von  Dialogen,
ausgehendvonSitua-
tionsbeschreibungen
bzw, von  Situa･tionen,








keit, Eingehen  auf  deul
die Partner;
partnerbezogenes  Spre-
chen dieser Dialoge, da-
bei m6glichst  freies und
spontanesVariierender






   Sachverhelte,  Ereig-
   nisse,  VovgEnge
   zusdmmenhangend
   zuspredien:
   derlegen,berichten,
   erzihlen,  informie
  ren･;
Themen,  die sich aus
Lese- und  H6rtexten
oderpers6nlithenErfah-
rungen  der  Schtiler
evgeben,  insbesondere
ausdenRichtztelen2,1
Landeskurvde  und  2,2
Textbetrachtung:
Uben  im  zusammenhan-
genden  Sprechen:
r  Herausarbeiten der
  wichtigsten'Inferma-
  tionen/Aussageneines
  Textes (oder mehverer
  Texte) und  Erstellen
  einer Gliederung
  foutline),
  sowieZusammenstel-
  len von  (3esiditspsnk-
  ten (Fa･kten, Meinun-
  gen, Argumenten
  usw,)  zu  einem
  Themar
  FesthaltenundAri-
  ordnen  der Gesichts-



















Le:miele berninha}te UnterriditsveTfahren LermielkontTollen
-  mOglidist  freie Wie-
  tlergebedes  lnhalts
  eines  kxtes  rpi･t
  Hilfe einer  Gliede-
  rung,  Kurzvortrag
  tspeedi) anhand  eines
  Stichweitkatalogs-  Besprec±±ung  des  Vor-
  trags  in der Kl･asse
-  burchfUhrung  dieser
  UnteTrichtsverfahren
  vor  allem  in Form
  des Rollenspiels (z, B.
  Bericht tiber ein  Er-
  eignis  in der Rolle
  einesBeriditerstatters,
  Zengen;Arrsprache
  mit  der AbSicht,
  die Zuh6rer  von
  einerlldee,  Netwen-
  digkeit zu  Ubereeu-
  gen)i
1.3 Fahigkei･t, in be-
   1"alirvtenSprech-
   sltuationen ein-
   fache Dolmetsch-
   aufgaben  zu  ifber-
   nehmen.
Gespracheinelltagl.ichen




Ubtingen im  Dolmetsche"
im  Ansdilue  a"  die Be-
handlun/g ven  Dialogen
in alltagl･ichen  SpTech-
situationen:
-  Hinweis  aui  die Not-
  wend}gkeit  der freien
  Wiedergabe  der Aus-
  sagenmitden/spon-
  tan  verftigbaren
  SprachmittelnaOsen
  vemOriginalwortlaut,
  kein Wort-tUr-Wort
  Ube:setzen)
-  gezielte Ubungen  im
  AuflOsentVeretn-
  fachen  zu  ifbertragen-
  der Aussegen,  ins-





  die vorgegeben  si,nd
  bzw.  von  den  SchU-
  lern･spontangestaLtet











   LerninhaltnaheT
   bezeichnetensprach-
   lichen Mittel anzu-
   wenden.
Ein produ･k･tiv zu  be-
her:sdienderWert-
sctrtltz von  ca, 1450 Ein-
heiten am  Ende  der
9, Jahrgangsstufe: dies
entspricht  einem  Zu-
wachs  yon  ca.  15e  Mn-
heiten gegentiber der
S,Jahngangsstufe,




WiedeTholen  der in den
verangegangenenJah:-
gangsstufengelernten





der neuen  W6rter  in
Sachfe]dern(einschlieS-
lich relevanter  Kolloka-
tionen) im  Rahmen  der
behandeltenThemen:
sieheLernzielkentrollen
bei den  Lernzielen t,1, 1,2
und  1.3Kriterien:
VerfUgen  Uber  einen  en-
getnessenenWortschatz,
Sprachrichtigkeit
gelegentlich auch  gezielt
eingesetzteAuigaben












hang, S, 70), die zur
Ausftihrurig der  in  Lem-
iiel  1 genanrrten Spredt-
hendlungennotwendig
sind,
Hinweise  auf  Wertbil-
dung  (Suffi)"e, Prafixe,
Konversionen  wie  fight
(verbJ und  ljght fnoun)






Sprache,  wo  angebracht
,und em  LernprozeB
f6rderlich Cauch mit





trachtung, S, 66) :
Beantworten  ven  Fragen,
mtindlidies'Vbersetzen
einzelner  Satze ins
Englisdie,Paraphrasen,
bewuBtes  Anwenden  der
sprachlichenMittelin
Umformurvgsftufgeben,




   englisdie  Spradie
   ･fttsVbrstEndigungs-
   mittel  zu  verwenden,
Sprechanlasse.diesidL
beiinternationalen




[lexten aus  tlen  Interes-
sen  der SchUleT engeben;
Sp :echanlttsse,  die sidi
dunh  die Mitwirkung
an  der Unterrichts-
gestaltungergeben.
M6glichsttibeneugende
Verwendung  der engli-




tanen Sprechen  durch
rnotivierendeGestaltung
uncl  schlilererien.
tierte Lenkung  der
Gesprtidie,
z,  B,-
 Auffomderung  an  die
   Schtiler,Themen
   selbstvorzuschlagen-  VeTmeiduag  vnn6ti-
   ger  Stcuerung  des
   Unterridits durch den
   Lehrer, d, h,, seweit
   m6glich,GesprEchs-
   leitung bzw. Ge-
  spradissteuerung
  du;dt die Schtiler
-  riiskrete Hilfestel!ung
  bei sprachlichen
   Sc±Lwierigkeitens  Feh-
   lerkorrekturmOglichst
   indirekt unter  Ver-
  medduagst6render
   Unterbrechun･gen-
 FO;denng  des spon-
  tanen  Sprechens
  d･urdi Lob, sowie




 Ettnunterung zu  ge-
  gen6eitigerRtickslcht-
  nalime  und  Hilfe












Lernziele Lerninha1te Unterriditsvertahren Lemzierkontrollen
-  von  Fal1 zu  kll ken･




  ken  mit  einfachen
  Sprachmi･tteln auszu.
  drtidcen und  so  die
  eTworbene  -  net-
  gedrungenbegrenzte
  -  sprachliche  Kom-





 LFahigkeit,  die im
LerninhaltnEher
bestimmten  Arten
von  Tle!xlell so  zu
verstehen,  dafi sie
verwertet  wenden
k6nnen-
 zu  mifndlichen
   AuBer･ungen  (in
  GesprE(hen),
  vgl,  Richtziele
  1.2 S. 4S und
  2,2, S, 65
-  zu  schriftlichen
  zattBerungen
  C/gpt, mit  Hilfe
  von  bedtfregen),
  vgl.  Riditziele
  1,4, S, ss und
  2,2, S, 65
-  zur  sinngemaGen
  mUndlichen
  Wiedergabeater




 Lesetexte, die Sachver.
 halte,Begebenheiten
 und  Preblerne aus  den
 Erfahrungs- und  Inter-
 essenbereichender
 SthtiteT mum  Inhalt
 haben:
 erzEhlende  Texte, Sach-
  texte (Lehrbuchtexte
 und  dndere  Texte) ;
Arbeltstechnikender
TextersdaIteBung;





elnige  wichtige  Merk-
male  des geschriebe-
"en  Englisda.
O-3
  Ubungen  zum  genatten
  bzw, kursorischen Lesen
  von  Texten:
  -  Anvvenden  bestimm-
    terArbeitstediniken
  -  Gruppenarbeit,
    Partnerarbeit,
    EinzelatbeiL
t,1 Fahigkeit,Texte
   durchgemaues
   Lesen in allen
   Einzelheiten zu
   verstehen;
Texte  wie  bei Lernziel 1
beschrieben (authenti-
scbe  Tercte; Lehrbuch-
texte: Texte  in Sprach-
zeitsdiriften  ftir Schtiler,
inreaders)i
Genaues  Lesen von
kxten:Anwenden
 cler  bereits
bekann,ten Unterri[hts-
verfahren  anm  genauen
Lesen ven  Texten  (a,uch









Markiciren ven  Texten





Erstellen von  Gliederun.
gen, Irihaltsangaben,
ggL  auch  auf  deutsch;
Entwerfen  von  Fragen.




{z, B. the  autot  wants






Lernziele LerninhaIte Unterriditsverfahren Lernzielkontroilen
1,2 FtihigkeiL Tlexte
   selbsttindigsinn-
   entnehmendztt
   lesen, d. h. Inhalt
   tz, B. Handlttngs-
   strang,  Problem,
   Aufbitu),Intention,
   auffallendeSti1-
   mittelzuerfassen,
   auch  wenn  einige
   WOrter  und  Wen-
   dungenunbekannt
   sind,
inte  wie  bei lernziel 1
beschrichen, die von
grOaerem  Uniang･sein sollten,  voT  allem
Texte in Sprachzeit-
sdirMen  ftir Sdliiler,
in reaqers,  einfadie
Kurzgeschichten.
Ubungen zum  selbsttip-
digen,sinrtentnehmen-
den  (kursorischen} Lesen:
gezie)te, mtiglidist  ,se!b-
sttindigeAnwendung
der vnter  Lernzier l.1
genanntenTech]ikender
Texterschliefiung;
Hinweise  des  Lehrers,
worauf  bei der  selbstan-
digen  Lekttire eines




Beantworten  von  ein-
fachen Fragen  zur  Inten-
tien, zur  Sprache  des
Textes;pers6nlicheA-uBerungen
zum  Text  mit  einfachen
BegrUndungen;
Informieren der Mit-
sdaUler  Uber einen  selb-
sttindig  gelesenen  TexL





Ein Wortschatz  von  cd.
2600 Einheiten am  Ende
deT9,Jahrgangstufet'
dies entspricht  einem
Zuwachs  von  ca. 4oo
Eiuheitengegentiber









   iorm des Passivs
-
 Wendungen  wie  (beJ
  said  to, (be) suppesed
   te (be) likely to,
  (be) sure  to
-  be  te +  Infinitiv
-  would  (Gewohnheit)
-  Gerund-  und  Parti-
   zipialkonstruktionen
   mit  eigenem  Sinn-
   subjektiv
-  Formen  der  Emphase,
   z,  B. rnversion.
Bedeutungsklarungdes
rezeptiv  zu  beherrschen-












Texte 1-rtie bei Lernziel 1
beschrietien,besonders
solche,  dLe ftir den
SdtUler interessant, an-
regend  oder  unter-
haltendersdieinen,
Mit  Hilfe der bei Lernziel
1,1 genannten Unter-
vidatsverfahTenvenvcht
der Lehrer die Erfah-
Tvng  zu  vermitteln,  dats
es  in zunehrnendem
Mafie mOglich  lst, Texte
cuJch grOfieren Umtangs
selbstandigund･gewinn-
bringend zu  lesen:
Hinweis,  daS  sich  selb-




ter  Lesestoffe in Klas-
sen-  bzw, SdiUlerbil-
chereien;Ermunterung
 der  Sditi-
ler,selbsttind･tggelesene







  Richtziel:1,4 Schrittlicher Ausclruck













  Ve:wendung der eng-
  1ischen Sprache  in ge-
  schriebener  Ferm  als
  eine  die SprechfeTtig-
  keit erganzende  ･eigen-
  standigeFertjgkeit{nach





  Beantworten  von  Fragen
  zu  Texten.
Niederschreibenk,urzer
Texte  mit  Hilfe ven
Leitfragen, Stichworten





wo  rnoplich  auch  spiele-
rische  Formen  Cz. B,
Reizwortaufgaben,Ver:
fassen der Peinte einer
open-encledstory).
1.1 Fahigkeit,zuver･
   1tegenden  Tex･ten
   kurze, zusammen-
   hfingendeAuSerun.
   genzuverfassen:
SchriftlidieAufierungen
zu  Texten, t. B,
-  Antworten  auf
  crragen
-  gelenkte Zusammen-
   fassungen
-  Umformungen, z.  B,
  Wechsel  des point
  ei view
-  (gelenkte} Inhalts-
   wiedergabe
-  einfache  Stellung-
   nahmen;
Grundlage  sind  Texte,
,die  im  Unterricht behan-
delt, gelegentlich aber
auch  von  den  SchUlern
selbstandiggelesen
werden,  In der Regel




sich  durch Aufgaben-  ,
stellungen  wie
-  Fragen, die -sich
  durch Wiedergabe
   einzelnerTex･tstellen
   beantworten  lassen
-  Avfforderung, den
   Inha]t odeT  einzelne
   Aspekte  des  Textes
   zu6ammenfassend
   wied･erzugeben,  in
   der Regel mit  Hilfe
   vonLeitfragen,
   Lticl[entextenoder
   anderenVorgabe4-  einfache  FTagen, d{e
   eigenstandige  Aufie-
   rungen  zum  Text
   erfordern,  z, B,
   Schlu6folgerungen,
   Stellungnahmen-  Aufforderurvg, ein
   Gesdiehen  aus  der
   Sichteineranderen
   Pe  rson  aTs der  des
   Erzahlers wieder-
   zugeben.  z. B. in
   einem  Brief
-  Aufforderung, den
   Handlungsablauf
   narrativeT  Texte
   wiederzugeben.
1,2 Fahigkeit,  zu  ande-
   Ten  Vorlagen  zu-
   sqrnmenhtingende
   AuBerungen  zu
   verfassen.
schriftlicheAuSerungen,
in der Regel nadi
mUndlicherVorberei-
tung im Unterricht, z, B.
-  zu  yergegebenen
   Situationen
Uben  im  Verfassen
m6glichst  freier fexte:
-  Wortsdiatzarbeit












am  : pm FI  v, ptftgxff$･ma
@  Oral prpficiency
@'I Goal: Ability to peform correctly  in conversational  situations  appropriately
              adjusted  to the learning level.
@-2 Content: Speech acts  arising  from conversational  sitvations  within the lesson.
@-3 Teaching Methods: As wide  as possible a use of  English as a means  of  cemrnunicatiQn
              during the lesson
Readingcomprehension
de-3 Teaching Methods
Ability to understand  the kind of  texts more  precisely defined in the
content  section  to the extent  that they can  be transformed into:
-  oral u.tterances (in conyersations)
-  written  expressions  (if need  be with the help of  guiding questions
-  reproductio.n  of  the eqJivalent  information in German
Reading texts uslng  as content  facts, events, ana  problems related  to the
students' experience  and  interests:
-  narrative texts, non-fiction  texts (manuals and  so oR)
-  techniques oftextual  explication
-  basics of text construction  (sentence &  paragraph structure,  plot
  structure, dialogue, descriptive &  narrative  passages)
-  some  important characteristics ofwritten  English
    : Practice in the reading  or  scanning  of  texts
-  application  of  specific techniques
-  group work,  pair work,  individual werk
@  ExpressioninWriting
de-1 Goal: Ability to apply  to writing  the linguistic ools which  are  to be rnagtered
              actively  (with proper allowance for the learning level)
    Content:
@'2 Teaching Methods: Utilization ofthe  English language in written  form as  a  selrsufficient
              ski11 complementary  to oral  fluency (after preparation during class)
              -  group work,  pair work,  individual work  (homework)
              -  garne type work  where  possible (e,g, emotive  word  exercises  completion
                 of  openended  stories)
@L3 Eyaluation: -  answers  to questions on  texts
              -  writing  of  short passages with the  help of gttiding questions, key words,
                 and  other  hints






Lernziele Leminhelte Unterrlchtsverfahren LernalelkontreLlen
-  zil EinaelbildeTn ilnd





  von  Texten
-  Besprechung  yon
  Musterdialogenund
  Mustertexten
-  Verfassen von
  Dialogen  zu  Situatio-
  nen,  die auf  eng-
  ]isch oder  auch  auf
  deutschvoTgegeben
  wenden
-  Verfassen vDn
  Dialogen  nach
  Bildvorlagen-  Verfassen zusam-
  menhangender
  Texte (a･udi in
  Briefforrn], deren
  Inhalt duTch laurze
  Hinweise vorgege-
  ben  i･st,
2. Fihigbeit,dieim
   Lerninhaltntiher
   bezeichneten
   spradilidien  Mittel
   anzaiwenden,
Nn  produkttv zu  be-
herrschenderWort-
schatz  ven  ca, 1450 Ein-
heiten um  Ende  der
9. JahngangsstufeT dles
entspricht  etnem  Zu-
wachs  von  ca.  t50 Mn-
heitengegentiberder
8. Jahngangsstnfe.
Auihauend  auf  die in
denvorangegangenen
Jahrgangsstufengelern.
ten  Struktuven, wei･tere
grundlegendeStruk-
turen (ygl, Anhttng,
S, 70), die zur  Ausftth-





zur  EinUbung  der  pro-
duktiv  zu  beherrscheni
den  sprachlichen
Mittel, z, B.
-  Erstellen von  kur-
  zen  Texten mit
  Vorgaben,  die die
  Anwenclung  be-
  stimmterStr･uktu-
  ren  erforderp  {z, B.
  Bericht tiber ein
  erfundenesGe-





 einfadie  Uberset-
  zungsaufigaben  irn
















lexikalisch Tichtige  Ver-
wendung  der sprach-
lidien Mittel.
3, Einsidit,dafies
   notwendig  und
   sinrlvoll  ist, selbst-
   gesdiriebenekxte
   zu  tiberprUfen und
   zu verbessem.
SchTittlidieAufierungen
wie  bei den  Lerniielen
1.1 und  t,2 beschrieben.
Durthsicht eines  Textes
unterbestimmten
Aspekten,  z,  B, Erf"1-
lung der Aufgaben-
stellung.  spradiliche
Riditigkeit {z, B, tenses.






   Briefwechsel in
   englisdierSprathe.Pers6nlicheBviefe
Soweit  meglich  Ver-
mittiung  von  Brief-
partnerns








 Richtzielbereich !: Sprachliche
@
 Richtziel: t.1 HOrve:stehenFtihigkeiten
 undFertigkei･ten(10,  Jahrgangsstufe)
Lernziele Lerninlvalte Unterrichtsvertahren
@-1












  Hbrtexte, die sich  aut
  SachveThalteundBe-
  gebenheiteneusriem
  lnteressen- und  Etfah-
  rungsbereich  der Schli-
  ler bezlehen (vgl. kidit-
  zle1 2.1), z. B,
 -  Ausschnitte ans
    Nadiiichtensendiun-
    gen
 
-
 RepoTtbgen  und
    Kommentare
 -  erzUhlende  und  be-
    richtende  Texte
 -  Gesprache,  Inter-
    views, H6rszenen
 -  telk music,  songs
    "sw.Soweit












 im  Verstehen  gespro-
 chener  Spradie, ver
 allem  dnrch Einsatz
 verschiedener  Ton-
 trager und  ggf. des
 Sprechlabors:
 vorheriges  Klaren
 sprachIicher  und  inhalt-
 licherSchwierigkeiten
 des Htirtextes:





 von  H6r-







-  verschiedene  Spre.
  cher (unterschied.
  Iiche Stimmen,
  unterschiedlidie
  Sprechgeschwindig-
  keit, ttnterschied-
  lich deutliche Arti･
  kulatien,modifi-
  zierte  Sprech-




  {z.B, Studieaut-
  nehme,  Auaenauf-
  nahme);
Versuch, beim  ersten
H6ren  den lnhal-t zu




durcit Fragen  zum  Ge-








schreiben  yon  ftir das
Gesamtverstandnis






 MultipJe cholce tests
  -  Globalverstandnis
  -  Detailverstandnis
  -  Interpretation:
rtue-falsetests;
Beantwerten  von  Fragen
[rntindlich, ggf. anich
schriftlich)
-  zum  Globalverstttnd-
  nis-
 zu  sprach!ichen  Einzel-
  heiten-
 zu  inha･1tlichen Ein-
  zelheiten;
zusammenfessende,Wie.






Lernziele Lerninhalte Unte:richtsverfahren LernzielkontrDllen
2, Fahigkeit,dieim
   Lerninhaltbezeich-
   netensprachlichen
   Mittel zu  verstehen,
Ein Wortschatz yon  ca.
3000 Einheiten ･am Ende
der 10, Jahrga･ngsstufe: 
'
dies entspricht  einem  Zu-
wachs  ven  4oo  Einhei-
ten gegenti'ber der
9. Jahrgangsstufe.
Zu･stitzlich zu  den
produktivzubeherr-
schenden  StruktuTen
{vgl, Anhang,  S, 70}
eine  begrenzte Zahl ven
merphosyntaktischen
Strukturen, die zum  Ver-
sttindnis  auch  authenti-
scher  Texte  ben6tigt
werden  {vgl. Richtziel
!.3, S, 59),
WiederhelteDarbie-




$ondere  auch  Verwen-
dung  eines  tibeTwie-
gend  rezeptiven  Wort-




tung, S, 65 und  2.1




   Jebrgangsstufe
   angemessene  HOr-
   texte  anzuh6ren
   und  zu  yerstehen,
HOrtexte, wie  bei Lern-
ziel1beschrieben,die
durch ihre  (aktuelle)




Uber  H6rtexte ;
Hinweise  auf  Schulfunk-
















  sich a･us den  Gesprtidis-




 eng!ischen  Spradie als
 Verstan･digungsmMel
 bei mOglichst  allen  Ge-
 legenheiten im Unter-
 richt:
t.1 Fahigkeit, sich  in
   Gesprachen  ange-
   messen  zu  ver-
   stttndigen:
Gesprache  tiber Texte
und  Themen,  insbeson-
dere aus  den Bereichen
der Richtziele 2,1 Lan-
deskunde  und  2.2 Text-
betrachtungr
SprechGit･-ationenwie:














englischen  Sprache  mJr
Gestaltung ides  Unter-
richtsablaufs;
Besprechung  von  The-
men,  die sich  aus  Tex-
ten odei  auf  Grund
aktueller  Anldsse  (z. B,
politischeTagesereig-
nisse,  Nachrichten) bzw,
besondererInteressen
der Schtiler ergeben,
dabei so  weit  wie  m6g-
,lich interaktives Spre-
chen in der Klasse
(Diskussion);
einfache  Formen  des
debating;
Partnerbezogenes  Spre-
chen im  Unterricht
Kriterieni
Angemessenheit,  Fliissig-
keit, Eingehen  auf  den/
die Partner:
1,2 Fahigkeit, iber
   Sachverhalte,Er-
   eigni･sse,Vorgange
   zusammenhingend
   zu  sprecl)er
Themen,  die 6ich  aus
Lese- eder  H6rtexten'
oder  pers6nlichen Er-
fahrungen  der SdiUler
ergeben,  insbesondere
aus  den  Richtzielen 2,1
Landeskunde  und  2,2
Texthetrachtung:
Uben  tu  musammen-
hangendenSprechen:
-  Herausarbeiten  der
  widitig$tenInior-
  mationentAussagen
  eines  kxtes  Coder
















Lernziele Lerninhalte Unterrichtsverfahren Lernvielkontroller:
   Zusammenstellen
   von  Gesichtspnnk-
   ten  (Fekten, Mei-
  nungen,Argumenten
   usw,)  Tu  einem  Thema,
   Festhatten und  An-
   ordnen  der Ge-
   sichtspunkte  in
   Forrn  eines  Stich-
   wortkatelogs,
   inGemeinschafts-
   arbeit  in der  Klasse,
  Arbeit  in Klein-
   gruppen, Einzelar-
  beit [Hausaufgabe"
-  m6glichst  freie
  Wiedergabedes
   Inhalts eines  Textes
   mit  Hilfe  einer  Glie-
  derung,KurzvoTtrag
   anhand  eines  Stich-
  wortkatalogs
-  Besprechung  des
  Vortragsin,der
  Klasse,Diskussion
  rnit  dern Vertragen-
  den;
1.3 FEhtgkett, in ･be-
   karmten  Sprech-
   situationen  zu
   dolmetschen.
GesprEcheinalltaglichen
Situatienen, wie  sle
$ich bei int･erna±ienalen
Kontakten  haufig er-
geben,
Ubungen  im  Dolmet-
schen  im AnschluS an
dte Behand]ung  von
Dialegen  in ･a]lt5glichen
Sprechsitaationen:
-  Wiedergabe  der
   Aussagen  mit  den
   spontanverftigbaren
   Sprachmittern,L6sen
   vem  Originaltext,
   keinWort-fifr-Wort
   Ubersetzen
-  Vereinfachen  des
   Originaltextes,be-
   sonders  bei /stark
   idioma･tischeroder
   umgangssprachlicher
   bzw,met'aphori-
   scherAusdrucksweLse
-  Dolmetschifbungen,
   die vergegeben
   sind  bzw.  ven  den
   SchUlern'spontan
   gestaltetwerden
   tnach einer  S!tua-
   tionsbeschreibung,
   Rollenfestlegung),
Dolmetschaufgaben
Kriterien:










Ein produktiv  zu  be-
herrschenderWertschatz
yon  ca,  1600 Einheiten
am  Ende  ,deT le. Jahr-
gangsstufe; dias ent-
sprichteinernZuwachs
von  ca,  150 Einheiten
gegenUber  deT 9. Jahr-
gangsstufe.
AbrundurbgvndFesti-
gung der  bisher gelern-
tenmorphesyntaktischen
Strukturen [vgl. An-
hang, S, 70), die Tuf  Aus-
Wiederholen  der  in den
vorangegdngenen
Jahrgangsstufengelern-
ten  sprachlichen  Mittel
undsystematischeEr-
ganzung  und  Erweite-
rung;insammenstellungder
berei'ts gelernten sowie
der neuen  W6rter  in
Sachfeldern (einschliefi-
lich relevanter  Kolleka-
tienen] im  Rahmen der
behandelten Themen;
SieheLernzielkentrollen
bei den  Lernzie]en 1,1,
1.2 und  1.3
Krtterien:
Verf"gen  tiber einen




Aufgaben  zurn  Wort-







Lernziele Letninhelte Unterriditsveriahren Lernzielkontrellen




Hinweise  ani  Wortbil-
dung  (Sulfixe. Prafixe,
Wertzttsammensetzun-
gen) und  Wertfarnilien
alsbernhilfe;
Beantworten  yon  Fragen,
mUndlidiesUbersetzen
einzelner  Sgtze ins
Englische,
Besp:edtung  und  Er-
1ttuterungmorphesyn-
taktisdierProbleme
m6glidist  in englischer
Sp:adie, wo  angebracht
und  dem  LernprozeB
fOrdetlich (ftuch mit












   englisdie  Sprache
   a!s Vbrstandi-
   gungsmittel zu
   verwenden.
Spiedianlasse, die sich
beiinternatienalen













Iis[hen Spradie  in einem
weitgehe=deinspradiig
gefUhrtenUnteTricht;
Ermttnterung zum  spon-
tanen Sprechen durdi
motivierendeGestal-
tung  und  schUlerorien-
tieTte Lenkung  der
Gesprfiche, z.  B.
-  Aufforderung  an  die
  SthUler, Thernen
  selbstvorzusch!agen
-
 Vermeidung  vnn6ti-
  geT Steuerung  durch




  steueiung  durch die
  SchUler







  durdi Fehlerkorrek-
  tur-
 F6mzlerungdes  spon-
  tanen Sprethens
  chirdi  bob, Geduld
  und  Tbleranz bei
  spraditidien  Sdvwie･
  rigkeiten-  Enmntevung  zu
  gegenseitigerRtick-














Lemziele Lerninhalte Unterrichtsverfehren Lernzielkontrellen





  Gedanken  rnit ein-
  fachen Sprachrnitte!n
  a-szudrticken  und
  so  die erworbene  -
  noigedrungen
  begrenzte-sprath-














 zu  mtindlichen
  AuSerungen,  vgl,
  Richtziele 1.2,
  S. 56 und  2,2,
  S. 65-
 za  schriftlichen
  Aufierungen,
  vgl.  Richtziele
  1.4, S, 6t und  2.2,
  S, 65-
 Tur  smngema-
  Benmtincllichen
  Wiedergabe  der
  Inforrnetion in
  derMutter-






  und  nfchtfiktionale),  die
  Sachverhalte,Begeben-,
 heiten  und  Probleme  aus
 denErfahrungs-"nd
 InteressenbeTeidien der








 Ubungen  zum  genauen
 bzw.  kursorischen Er-
 fassen von  Texten:
 -  Anwenden  bestirnm-
    terArbeitstechniken
 -  Gruppenarbeit,
    Partnerarbeit,
    Einzelerbett,
f.1 Fahigkeit, Texte
   dttrch genaves  Lesen
   in allen  Einiel-
   heiten zu  verstehen:








verfahren  zum  genauen
Lesen  ven  Tertten fouch
in  Gruppen- und  Einze!-
arbeit};Herausfinden
 der  Inten-
tion des Automsi
ggl. Herausfinden  des
Adressatenbezugs  Can
wen  wendet  sich der
A･utorZ wi･e  stellt er




Markieren  ven  1lexten
nach  bestimmten  Ge-
stchtspunkten  (optisch
gliedeTn);




Entwerfe4  von  Fragen,






Lernziele Lerninhalte Unterriditsverfahren Lernzielkentrollen
1,2 Fahi･gkeit, Texte
   selbstandigsinnent-
   nehmend  zu  lesen,
   d. h, lnhal-t, Inten-
   tion  u4d  auffallende
   Sti}mittel zu  er-
   fa･ssen, auch  w･enn
   einige  W6rter  und
   Wendungen  unbe-
   kannt sind.
Texte wie  bei Lernziel 1
beschrieben, die ven
grbSerem  Umicng  sein
sollten.  z, B.
Kurzgeschichten,ktir-
iere  Romane  (auch als
simpljfiedTeaders).
Einakter,






dung  der unter  Lern-
ziel 1 genannten  Tech-





nahrne  ･zum Text;
Informieren der  Mit-
schUler  Uber  einen
selbstandiggelesenen
Text,auch
 mit  pers6nlicher
Stellungnahme da u,
Hinweise  des  Lehrers,
worauf  bei der selb-
sttindigen  LektUre eines
Textes  besonders  zu
echten  ist,





Ein  Wortschatz von  ca,
3ooO  Einheiten am  Hnde
dei 10, Jnhrgangsstufet
dies entspricht  einem
Zuwachs  von  4oo Ein-





struktuien  (vgl. Anhang,
S, 70) einige  Tezeptiv
zubeherrschendeStruk-
turen,  z.  B.
-  continuousipro-
   gressive ferm des
   Passivs
-  Wendungen  wie
   (beJ said  to, (be)
  supposed  to,
   tbe) likely to.
   (be) sure  to
-  be to + !nfinitiv
-  would  (Gewohnheit)
-  Gerund-  und
   Pdrtizipalkonstruk-
   tionen  mit  eigenem
   Sinns-bjekt
-  Formen  der Emphase,
   z, B. Inversion
Bedeutungsklttrung
des rezeptiv  an  beherr.
schenden  Wartsdiatzes
aus  ,dem Kontertt;
Bedeutungserk]tirurtg
der rezeptiv  zu  beherr-
schendenmorphosyn-
taktischenStruktnren





Texte wie  bei Lernziel 1
beschriet)en,





stEndiges  Lesen  neue










Lemziele Lerninhelte Unterriditsverfahren Lernzielkontrollen
@-1
  LFahlgkeit,  die dem
Lernniveauange-









  Verwendung  der  eng-
  Ii･schen Sprache  in
  geschriebemer Form  als




  Beantworten  ven  Fragen
  zu  Texten;
Niederschreibenkurzer
Texte  mit  Hilfe von
Lei'tfragen,StidiwoTten





1.1 Ftihigkeit, mu  yer-
   liegenden Teiten
   kurze,zusamrnen-
   hangende  Aufie-
   rungen  zu  veTfassen:
SchniftricheAuBerungen
zu  Texten, z. B,
-  Antworten  auf
  Fragen-  [u. U, gelenkte)
  Zusammenfassungen-  [gelenkte] Inhalts-
   wiedergabe-
 einfache  Stellung-
  nahmen:
Grundlage  sind  Texte,
die im Uhterricht  be-
hande]t odeT  von  den
Schiflern se]bstandig              '･gelesenwcTden.
Schreibanlasseergeben




   Inhdlt  oder  einzelne
   Aspekte  des Textes
   zusdmrnenfassend
   wiederzugeben-
 Fragen, die ei･gen-
   standige  AuBerun-
  igen  zum  Text  er-
   fordem,  z. B, SchIuB-
   folgerungen, Stel-
   ]ungnahmen
-  Auffopderung, den
   Handlungsablauf
   narr-ittiverTexte
   wiederzugebe･n.
12  Fahigkett, zu  ande-
   ren  VoTgaben  mOg-
   lichst freie, zu-
   sammenhangende
   Aufierungen  zu
   verfassen.
schriftlicheAnfierungen,
z.  B,-
 zu  Einzelbildern und
   Bildfolgen  und  zu
   thematischen  Vor-
  gaben,
Uben  im  Verfassen
mbglichstfreieTTexte:
-  Worlschdtzarbeit
   (Sitmme]n von  Wort-
   fetuern usw.}-
 Zusammenstell･ung
   sprachlicherMittel
   zurStrukturierung
   vonTexten
-  Besprechung  ven
   M･usterdialogenund
   Mustertexten
-  Verfassen  von  Diale-
   gen  nach  Bildvor-
   lagen-
 Verfassen  einfacher
   BeschTeibungenoder
   Erztihlungen unter
   Verwendung  von
   Bildvorlagen-  Verfessen zusam-
   menhangenderTexte
   (auch in Briefform),
   deren Inhalt durch
   kurze Hinweise  vor-
   gegeben  ist
-  ggf.  a,uch  kredtives






Lernziele Lerninhelte Zinterridltsveriahren Lernzielkontrollen
2, Fahigkeit,dieim
   Lerninhaltnaher
   bezeichnetensprach-
   lichen Mittel anzu-
   wenden.
Ein preduktiv zai be-
herrsdiender Wortschatz
von  Ea, 1600 Einheiten
am  Ende der le. Jahr-
gangsstufe: dies ent-
spridit  einem  Zuwadls
von  ca.  150 Einheiten
gegenUber  der 9, Jahr-
gangsstufe,
Abrundung  und  Festi-
gung  der bisher gelern-
tenmorphesyntaktischen
Struktu:en (vgL Anhang,
S. 70}, die zur  Ausftthrung
de: im  Lernziel 1 genann-
ten sthrift!ichen  AuBe-
rungennotwendigsind,
wie  Passiv- und  ･ing-
Form  Str'ukturen {z, B.
zuT  Ersteltung yon  Zu-
sammenfassungen),
SdiriftlidieAuigaben
mr  finilbung der pre-
du][tiv mi  beherr$chen-
den  spradilidien  Mittel,
x, B.-
 Einsetz- und  Um-
   termungsilbungen
-  Erstellen von  Texten
   mit  Vergaben,  die
   die Anwendung
   bestimnrterStruk-
   turen.erfopdern
   {z, B. Zusamrnen-
   fassllngenunter
   Verwendungvon
   Passiv- und  Parti-
   zipiaistrukturen)
-  Ubersetzungsauiga-
   beri im Zusammen-
   hang  mit  ･sprachver-
   gleichenrienBetrach-
   tungen  grammati-
   scherErscheinungen.
Ltickentexte,Urpfor-
mungs-  und  Erganzungs-
aufgaben:
TexteTstellpng nach  Vor-
gaben:kurze,






lexikalisch richtige  Ver-
wendung  der spradilichen
MMel,
3. Einsicht, daSes
   notwendig  und  sinn-
   voll  ist, selbs･t-
   geschriebene  late
   zu  Uberpriffen und
   zu  verbessern,
S[hriftliche]LuBerungen
wie  bei ,den  Lernzielen
1,t und  1.2 besdiiiebeg,
Durchsicht eines  Textes
unter  bestimmten
Aspekten, z. B. ErfUI-
lung  der Aufgaben-
stellung,sprachliche
Richttgkeit [z. B. Ken-
junktionen,Orthogra-




Helfen  bei der Durch-
sitht),
4. Bereitschaftzum
   Briefwec!iselin
   englisdie:Sprache.Pers6nlicheBriete
Soweit m6glich  Ver-
mittlungvonBrief-
partnern:Hinweis
 auf  Stellen,
die Briefpartner ver-
mitteln.






 Richtttelberetth 2:Fadiltthe  Kenntntsse ut  Einstdtten(9. und  10. Jahrirangsstute)
@Rtchtziel:2,tLdndeskunde
Lernziele Lerninhalte Untmichtsverfahren Lernzielkont:ollen
@-1
 1.Fahigkeit  und  Be-




in den  USA  ftus-
einandenusetzen,
um  zu  emer  mog-
lichst u･ngehincSerten
Verstandigungmit
den Menschen  des
englischen  Sprach-
rdurns  ttnd  zu  einem
Verstandnisihrer
Lebensgewohnheiten





  nur  auf  die im  Lehrbuch
  geboteneInformation,
  sondern  begleitet den
  Englischu]terrichtbei
  sich bietenden Gelegen-
  heiten und  aus  aktuellen
  Anlassen,
Dabei  ist besorrdeter
Wert  anif  die Wieder-
holung.Erweiterung
und  Vertiefung bereits
bekannter  Fakten  und
Ein/blicke iu  legen,
Kenntnisse avs  den
Fachern  Epdkunde,  Ge-
schichte  iund Sozial-
kunde  solleh  entspre-
chend  einbezogen  wer-'den,
@-3
  Mtindliches und  schrift-
  liches Beantworten  von







lidier [nformationen  aus
behandelten  Lehrtexten
und  ,aus anderen  Texten
(z. B. ZeituTrgen, Zeit-
schriften,Prospekten):
-  Einsatz  von  audio-
  visuellenMateria-
  ]ien, z, B. Bildern,
  Lan･dkarten,Folien,




  dunge]  odei  des
  BBCWorld-Service
-  ･gelegentlich zusam-
  menhtingendeDar-
  legungendesLehrers
-  kurze Schiflerreferate
  tiber ein  Thema  aus
  ihiemInteressen-





  und  Diskussion  aut
  VonschlagderSthti-
  ler ode:  des Lehrers,





O  linguistic Compgtence and  Proficiency (IQth grade)
pm AuralCornprehension
@-I Goal: Sarne as for 9th grade
@-2 Content: Same as for 9th grade
@-3 Teaching Methods: Same as  for 9th grade &
            -  preliminary clarification of  the diffTiculties of the text (in language and
              content)
            -  listening to texts -  with breaks if necessary
            -  discussion fcontent
@-4 Evaluation: Same as  for 9th grade
@  Oralproficiency
@-1 Same  gs for 9th grade
os:2 Same as for 9th grade
O-3 Same as for lOth grade
@  ReadingComprehension
@-1 Same  as  for9th grade
op-2 Same as for 9th grade
@-3 Same as  for9th grade
@  ExpressloninWriting
@-1 Sarne as  for 9th grade
@-2 Sarne as for9th grade
@-3 Same  as  for9th grade
@  Specialized Knowlege and  Understanding
@  Specialized knowledge &  Understanding (9th &  1Oth grades)
@-1 Goal: Ability and  ,wMingness to come  to an  understanding  of  the key facts of
            life in G.Bl and  the U.S. -  in order  to reach  as  clear  as  possible com-
            prehension of  the people, problems, and  custorns  of  the  Enghsh  speaking
            wQrld.
@-2 Teaching Methods: Teaching of geography should not  limit itself to the information in
            the textbook,  but should  supplement  the teaching of  language at every
            opportunity.  Special ernphasis  is to be placed on  the value  of  repeating,
            widening,  and  deepening already fami1iar facts and  insights. Specialist
            knowledge from  the fields of  geography, history, and  social studies should
            be included where  appropriate.
@-3 Evaluation: Oral and  written  answers  to questions on  the themes  covered.
            -  Multiple choicg  exercises
            -  Close exercises
            -  Guided construction  of  texts (c.f. Target 4)
:'I:::I:::::::::L::]:L:::::::::::::::::1::L::::::1:::::::::::::::::::1::
 ::





LernzieJe Lerninhalte Unterrichtsverfahven Lernxielkontrellen
2,t Mnblidc  in gesell-
   schaftliche  Ge-
   gebenheitenin
   Greabr･itannienund
   indenUSA:
Gesel]schaftliche Grup-
plerungen:
-  ihre Entstehung
-  ihr SelbstveTstttrbdnis
-
 ihre Auswirkungen
  auf  das  heutige
  Lebeni
Aufgreitenvengesell-
schaftlichen  und  wirt-
schaftlichen  Gegeben-
heiten, wie  sie im
Lehrbuch, ggf. an  ver-
schiedenen  Ste}len, dar-
gestelltsind:
z.  B, Aufzeigen des




verschiedenen  iin Lehr-
buchdargestellten
Gegebenheiten;
Vevgleich mit  Gegeben-
hetten im  eigenen
Land:
2,2 Einblickinwirt-
   schaftliche  Ge-
   gebenheiten in
   Grenbritannienund
   in den  USAT
Entwid[lung und  Avs-
wirkungen  der Wirt-
schaft:Grol}britannien
 und  USA  :
-  einzelne  wrrtschafts-
  rattme-
 aktuelle  Probleme,
  z. B, Energiever-
  sorgung,  Umwelt-
  fragen
enusgehend  von  in Tex-
ten  daFgestellten Gege-
benheitenAufzeigen
von  Entwid[lvngen  una
ihrenAuswirkungen:
2.3. Einbtick in politische
   Gegebenbeitenin
   Grofibritannien und
   in den  USA.
GronbTitannien:
-  Relle von  Parlament
  und  Monarchie
-  politische Parteien
USA:-
 Rolle des Prtisiden-
  ten und  des  Kon-
  gregses-
 politische  Parteien
politischeGegebenheiten
sollten  in erster/Linie
als･korrtrastiveKennt-
nisse  erwerben  werden
(vgl,Lernziel3):
An}asse sind  dktuelle
Ereignisse wie  Sbaat･s-
besuche, Wahleu,  Par-
teikongresse.
3. Fahigkeit,  Lebens-
   weisen  und  Ge-
   gebenheitendes
   eigenen  Lencles auf
   englischzubeschrei-
   ben.
Inhalte  wie bei Lernziel
2 beschrieben, aber  auf
das  eigene.Lantl  be-
zogen.
Ana･logeGegebenheiten
und  Fakten  Uber
Deutschland werden  im
Unterrichtaufenglisch,
ggf, auch  in der Mut-
tersprathe behandelti
Erarbeitungvenspradi-
lichen Mitteln, mit  deren
HUfe  der SchUler auf
englisdi  tiber diese
Gegebenhei･ten uncl
Fakte]sprechenkann;
Rellenspiel (z. B, einem
Auslander  die Vbrhalt-
nisse  im  eigenen  Land
aufenglischerkltiren).





Lernz･iele berr:inhalte tlaturichtsverfahren ･Lernzielkontrollen
@-1







 tativer  und  appelativer






  Genaues  Lesen der
 Terte (vgL Ri[htziel
 1.3, S. 5t und  ,
 S. 59). Dabei  u, a.
 -  Herausfindender
    Merkmeleeines
    Nachrichtentextes
    (z. B. Auswahl  der
    Informationen,
    typischeSprachmittel)
 -  Hettrusfinden der  '
    Merkmale  eines
    Komfuentars  (z, B.
    Syntax,Argumenta-
    tiensstruktur,w･er-
    tendeAuSerungen
    im  Gegensa,tz mu  den
    Aussagen  in einem
    Nachrichtentext)
 -  Hera･usfinden der
    Merkmale  eines
    Interviews'(z,B,
    Fragetechnik, Part-
    nerbezug}
 -  Herattsfinden der
    Meikmaleeines
    Werbetextes  (z, B,
    Ubertieibungen,
    MetapheTn,Wort-
    spiele)
 -  Hinweis,  dan  vie!e
    Texte nicht  immer
    eindeutigzuzuopdnen
    sind,  da oft Misch-
    formen  vorliegen,




 von  Fragen,
2. Einblick in einige
   fiklionaleTerte.Lvrische,
 dramatische
und  erztihlentie  Texe,
z. B.Gedichte,Ueder,Kurzgeschithten,
Fabeln,EinakteT,
Genaues  lesen  der
Texte  (vgl. Richtziel
1.3, S. 51 und
S, 59), Dabei  u.  a.
-  Herausfinden  der
   Merkmale  eines
   Liedes (z, B. Refrain,
   Reim  und  Melodie)
-  Herrmsfinden  der
   Merkrnaleeines
   Gedichtes (z. B. Reim.
   Rhythmus,Autbau,
   Bildhaftigkeit)-  Heraustinden  der
   Merkmaleetztihlen-
   der Texte  arp Bei-
   ･spiel von  Kurzge-
   schichten,  ggf, oruch
   von  Fitbeln (z, B,
   ErzEhlperspektive,
   Beispielhaftigkeit)
-  Herausfinden  der
   Merkztvaleeines
   ,dramatisdien Textes
   {z, B. Dialog, Mono-












bernziele Lerninha1te Lfttiturichtsverfahren Lernzielkentrorlen
Hinweis, daB das  Her-
a･usfindentypischer
Merktuale  nur  e  i n






  t'Einsidit,  daB  das
ETIernen einer  Sprit-
che  auf  dem  Erwerb
von  Wissen und
Fertigkeitenberuht:
as-2
  Die Unterrichtsyeifahren
  zum  Richtziel Sprach-
  betrachtung sitrd  im  Zu-
  sammenhang  mit  den-
  jenigen des Richtziel-
  bereichs 1 iu  sehen.
1.1 Bewufitsein,daB
   das Verstttndnis ftir
   Funktion  und  Ver-
   wendttng  sprach-
   licher Mittel widi-
   tiger  ist als  bleBe
   Regelkenninis,
Die  wictltigsten  pro-
duk}iv zu behandeln-
den  StruktuTen {vgl,
Anhang,  S. 70), ins-
besondere solche,






die dem  Rezeptiv-
bereich zuzuordnen
sindwte:
1 sFw  him  conu'ngt
l saw  him  eemei
Anhand  tler Analyse
von  Texten  una  Schtt-
lertiuBerungen Vertie-





soll erneut  die Vbrdeut-
lichung der Funktionen
des tense- und  Aspekt-
systems  sein,
z.B,1was
 thete lor three
daystl have  been there
for three days;
mest  evenings  we
watched  televisionl
we  were  watchjng
television when  .  .  ,;
Dadurch  sollen  die
SchUler in die Lage  ver-
setzt  werden,  typische
Fehlerguellen (Inter-
ierenzfehler) selbst  zu
erkennen,zubeschrei-
ben  und  dadurch  zu
vermeiden;
1.2 Fahigkei･t, sith zU
   Bedeutung  und  Funk-
   tionwichtigerStruk-
   turen in der Fremd-




die wichtigsten  sprach-
lidien Mittel, die not-
wendig  sind,  un  tiber
Texte  an  sprecheni
sieheUnterrichtsver-
fahren bei Lernziel 1.1
1,3 Mnsicht  in die
   Zusammenhange
   zwischenMittet-
   ･1ungsabsiditund
   spMdilicher
   StTulcturs
Fun･ktion ven  Aktivt
Passiv,sjmpletpiogres-
sive  tcontlnuousJ form;
Verwendung  von  Me-
dalverben:
logisdie Ordnung  von
Sadiverhalten durth




Verktirzen von  Neben.
stitzen;




Lernz･iale Lerninhalte Untetriditsverfahren Lernzaelkontrollen
Mittel der Hervor-
hebung,  z,  B,
Do  corne  in timei
jt was  John  whem
rve told  about  its
t,4 M-nblid[ingrund-
   legende  Unter-
   schtede  der widi-





anhand  ven  Textbei-
spieten,  an  denen  die
Untersdiiededer
Sprach-"ndStilebenen
besonders  deutli[h er-
kennbar sind,  Da･dnrch
soll  den  Schlilern klar-
werden,  riaB Uber-
nahmen  aus  sehr  for-
malen  bzw. stark
kelloquialenBereichen
in ihrer Sprache st6rend             '
wirken,
1.5 Bewul}tsein,daSdas
   Erlernen der SpTft.
   che durdi pa:taer-
   bezogenas  Sprechen
   Mresen･tlich  gefardeTt
   wird;
die wichtigsten  Formeln
und  Spielregeln partner-
bezogenen  und  dia-
logischenSprethens;






lernen, nicht  nur  lehrer-
erientiert,sonderntu-
untl fUreinander zu
spredien;  sie sollen  er-
kennen,  daS  kommuni-
kativerPartner･bezug
im KlassenzirnrneT Er.
satz  und  Verbereitung
ftir den  Gebrauch  der
FTemdsprache  in Rett1-
situatiene"ist:
t,6 Einsicht, daB  anch
   dierezeptiyen
   Fertigbeitengeztelte
   Schulung  und  die
   Anelgnungbastirrun-
   ter  Tediniken  vor-
   aussetzen,
siehe  Lerninhalte bot
den I,ernzielen 1,1 und
1,3
sieheUnterriditsyer-
fahren bei  den Lern-
zielen  1,1 und  1,3
2, FUhigkeit,die
   eTworbe:been  ?Cennt-
   ･nisse und  Ferttg-
   keiten zu  realcrtivbe-
   rea  und  selbstttndig
   zu  erweitern:
2.1 ･Fabigkeit, den Wort-
   sthatz  zu  reaktivie-
   ren  ond  zu  erweitern:Bedeutung
 und  Funktion
von,,produktivem'"




Bedeutung  vcn  W6rtern
undAusdrticken;
Warter,  dte zu  Inter-
ferenzfehlernftihten
k6nnen:
Untenvetsmg  im Ge-
braudi  von  einspra-
diige- und  zweispra-
chigenW6rterbUchern:
Anleitung  ztt  -sinn-
vollem  bernen von
W6rtern  in Ken･texten
aufGrmdderUnter-
scheidung  von  pro.
duktivem  und  rezepti-
vemWortsthatzt





Lernziele Lerninhalte Unterrichtsverfdhren Le;nzielkentrellen
2.2 Ftihigkeit sich  selb-
   .starvdig UberStruk-
   tttren undderen
   Funktion und  Ge-
   brauch  zu
   informieren.
Darstelhinggrammati-












Hinweise  auf  die Bedeu-
tung.systematischerund
vepgleichenderZusam-
mensd)du  {z. B. Gebrauch
der jng-Formen,  M6g-
lichkeiten zum  Avsdruck
des Futurs};
Hinweise  auf  die Bedeu-
tung von  AnschluS-
tibungen zur  Festigung
der Strukturen (Ver-
,stEndnis fUr die wich-
tigsten  Ubungstypen  und
deTen Funktion):
Hinweise  auf  M6glich-
keiten der Fehlerver-
meidung  durch Kenntnis
derIntetferemprobleme,
3, Bewufitsein,daSdie
   im  Englischen er-
   woTbenenKennt-
   nisse,･Fertigkeiten
   undArbei･tstechni-
   ken  beim  Erlernen
   weiterer  Sprachen
   von  Nutzen  sein











bare ETscheinungen  in
verschiadenenSprachen;
Hinweise  auf  Lerntech-
nikenzurselbstandigen
Eintibung von  Fertig-
keiten und  atif  die Uber-
tragbarkeit  diesei Tech-
nikan  fUr das Erlernen
weitererSprachen.
Veiwendung  von  Hilfs-
mitteln,  z, B.
WOrterbtichern.
4. Einblick in  einige
   Varianten  des
   En･glis{hen,
AuffallendeVarianten




deutlich erkennbarer  re-
gionaler und  sozialer
Sprachvarianten.






Mchtztelberetch 3: Allgemelne und  fathtibergreitende
      teta:tele
(9. und  SO. Jahrgangsstute)
  Unter dem  Riditzielbereich 3 sind  Lernziele fermu-
liert, die nidit  isoliert vom  Fremdspvachenunterricht  im
engeren  Sinne vermittelt  werden  k6nnen,
  Sprachunterricht auf  dieser Altersstufe bedeutet  in
zunehmendem  MaBe  die Vermittlung  von  Einsictrten in
dle praktische Verwertbarkeit  englischer  Sprachkennt-
ni$se  im privaten "nd  bernflithen Bereich, das'langsame
BewuStwerden  und  die AusprUgung  eines  eigenen  AT-
beitssttles, aber  audi  die Erziehung  zu  Toleranz und  Ver-
sttindigungsbereitschatt  au ± Grurrd der Kenntnis von  ge-
sellschaftlichen  Gegebenheiten  in englischsprachtgen  Ltin.





  Die  Lernziele  berUhren  vielfach  sowohl  den  affektiven
Bereich (,,BereitsdiaftJl als auch  den kognittven Bereich
C,,Bewuntsein", ,,EinsichV");  beide zusammen  sind  ftir ein
autzubauendes  Wertsystem  des Schillers wesentlich  und
ftir die Motivafion  des SchUlers unerlaBlidi.








Einb!ick in Problerne des Spracherwerbs  und  cler
Sprachanwendnng.
Bereitschaft und-Fahigkeit,  den Unterricht aktiv  mit-
zugestalten.
Bereitschaft, Probleme, die sich  beim Erlemtin der
englischen  Sprache ergeben,  von  sich  aus  anzuspre.
chen und  Tn  diskutieren.
Fahigkeit, slch ein  begrenztes Stoffgebiet {z.B, 'fUr
ein  Kurzreferat) selbstandig  zu  erarbeiten,
Fahigkeit, sich  allm5hlith  seines  ATbeitsstiles be-
wuBt  zu  werden  und  ihn zu  vervollkommnen,
Fahigkei･t, Schwierigkeiten zu  bewtiltigen, die sith
bei der  fTeien Anwendung  des Englischen ergeben,
op
  1.6 Einsicht, dal] selche  Schwierigkeiten durch gezieltes
     uad  wiederholtes  Vben  in Anwendungssltuationen
@  verrnindertwerdenk6nnen,
  l,7 Bereitsdiaft, auch  englischsprachige  Medien  wie
     Sprathzeitschriften, Run,dfunk- und  Fernsch･sendun.
     gen  als  Beitrag zurn  Spracherwerb  ung  zu  einer
     sinnvollen  Freizeitgestaltung zu  nutzen.
@
  Richtziel 3.2: Sprache  und  Kommunikatien
@
  1. Bereitsdiaft, die ervglische  Sprache als Mittel zur
     Konta･ktaufnahme  und  zur  VerstEndigung  im  schuli-
ee schen  und  aut}erschulischeu  Bereich zu  gebrauchen,
  1.t Bereitsdiaft, AuslUndern,  die nicht  Deutsch  sprechen,
@  hilfsbereitundaufgeschlossengegentiberzutreten,
  1.2. Bereitschaft, die englische  Sprache  tiber den  Unter-
     richt hinaus zu  bentitzen, um  lnformationen･ za  be-
@  ziehen.
  1,3 Bereitschaft, ein  englischsprachiges  Land  zu  besu-




Bewuntsein,  qan Englisch als Weltsprache  in viel-
faltigeT Weise  wichtig  und  nUtz!ich  ist, insbesendere,
dan,englische Sprachkenntnisse des Reisen erleich-
tern  und  angenehm  machen,
3, BewuBtsein, dafi Englisch in  vielen  Fallen filr die
   Berufsausbild･ung und  -austibung llnverzichibar  ist,
@@Richtziel





Einblick in versdiiedene  AusprEgungen  der engli-
schen  Sprache (Dialekte, Soziolekte, britisches und
amerikanischesEnglisch).
Einsicht tn die Vielgestaltigkeit der Lebensweise  in
englischsprachigenLtindern:
Fahigkeit, Klischeevorstellungen als  solche  zu  er-
kennen  und  sich ihnen gegenM)er kritisch zu  verhal-
ten,Bereitschaft,
 gegenUber  dem  Denken  und  Verhalten










 Ubersidit iber die Satzbaumuster  und  Telle der  Sattba"uster
@
    Die  folgende Ubersicht enthtilt  alle StruktuTen, die an  Ende  der  10. Jahrgangsstufe  von  ,den  Schtilern aktiv  (pro-
  duktiv) beherrscht werden  milssen,  Um  diesen Grad  der Verfigbarkeit  sicherzustellen,  mtissen  in cten Jahrgangsstu.
  fen 9 und  10 nicht  nur  die neu  zu  behandelnden,  sondent  auch  die in den  Jahrgangsstufen  5-8  gelernten Struktu-

















Subjekt -  Prttdikat
Pradikat:tbe)
 +  ErganzungzumSubjekt:
      Adjektive
      Adjektive  +  to-lnfinitiv
      Neminalphrase
look +  Adjektiv
Verb  +  Adjektiv
bei Verben  wie  Jook. smeli,  taste
Verb  (intritnsitiv}
Veib  +  Objekt:
      Nominalphrase:
bei Verben  wie  iiy, run,  grow
(auchPassivtransfermatien)
     te.Infinitiv
     ing-Ferm  (Gerund) :
nach  folgenden Verben:  step,  mind  tVernei-
nung/Frage)  go  on,  enioy,  like, hate
     Prapesition +  ing-Forth (Gerund)
ing-Form  (Gerund)
Infinitiv nach  l'd liket preiet te . , .
Fragewort  +  to.Infinitiv
Nebensata  tObjektsatz):
     Indi[ekteRede
    Zusammenscheu:
     Aussage,Frage,Befehl:
     Verwendung  der Zeiten ;
     PTonomen,Adiverbiale
     (vgl, Verb  +  Objekt  +






My  cap  is blue.
Iim glad to see  yeu･
rhat's my  brothet's ptke.
My  hobby  ist ceilectlng  stamps.
My  birthday is on  Aprjl lst,
Vou  loek nice  in this dress,
She  looks nice,
rhe  cake  tastes good,
l'm reading.  t can  walk,
lcan  open  this tin.
Who  runs  this busjnessP The  manager  or  the bosse
A  lot ef  high gualitv wheat  is grewn irt the  Middie  West.
I'd Jike to eome.
Iwant  to go ,.,
l like playing  iootbalL
Stop talkjng please.
De  you  mind  openjng  the windowP
l'm leeking iotward to seeing  yeu,
Thank  yeu  fer heiping me.
I like dancing, but  lid prelet te ge to the cinema  tonjght,
l dont't know  how  to geUltere.
Tell me  what  to clo first.
Tell Miss  Smith  that  yeu've  lost the book,
J don't think she's  right,
l don't unaerstand  what  you  seid,
He  sctid he had never  been' there betore,
He  asked  me  ll 1 knew  her address,
She  told  me  to say  nothing  about  her new  diess.
Shew  me  your  new  footbal1.
BabEndlung





l@  Textual study l
/ /
i @-1 (ioal: Insight into the functions and  characteiistics ofnon-fiction  texts :
l @-2 Content: Typical characteristic points of descriptive, polemical, and  emotive  texts i/
1
i e.g. news,  comrnentaries,  interviews, advertising rnaterial  i
/ /
i @'3 Teaching Methods: Exact reading  oftexts,  thereby among  othet  things searching  out  the l
d !










ipa  StudyofSpeech i
- /
i os-1 Goal: Understanding that'the icquisition of a language rests  on  the acquisition  of  i1 , /
i knowledge and  skil1  :
i @-2 Teaching Methods: Teaching methods  in this field should  be seen  in the context  of l
1 /










i @  Langttage lessons in grades 9 and  10 sihould be more  and  more  structured  forward l1
-'i
 imparting opinions  about the practical utilization  of  the knowledge learned in English i
: lessons in private and  professional life. Stress hould be placed on  slowly  gaining aware-  :
i ness, and  the developrnent of  a distinct s ile. In addition,  the teaching oftolerance  and  l
d 1
i importance of being open  to understanding  the social realities and  ways  oflife  in an  i1
1
i Enghsh speaking  country  should  also play an  important role,In  this way,  the teacing of  :















: @  Readiness andCapacity  to Participate actively  ifi the Lesson, il 1
1 l
d /







i @  The ability toWork  outaLimhedRange  ofSubjects  by Oneself. I4 /
- /
e /1 1














l oo, The Readiness to use English language Mediums, such  as Language Magazines, Radio l
i and  Television Programs as an  Extra Help in Learning the Language and  as a Meaningfull l

















                                                                    i
  G) SpeechandCommunication ,,  ' 
'
 i
                                                                    :
                     t 1
  @  The  Readiness 
'to
 use the English Language as Means of  Establishing contacts and  l
      Un derstanding in and  outside  of School. I                                       '
                                                                    :                                                                    /t
  op Readiness to help non-German  speaking  foreigners, and  rdspond  positiyely toward  them  i
                                                                    t/1
  @  Readiness to use  English outside  the lesson situation in order  to obtain  information i
                                                                    :             t /                                                '
                                                                    !
  @  Readiness to visit an  English speaking  country  (for exarnple  in the form ofaschool  i
      exchange)  !                                             t /                                                        '
                                             t !
  @  Awareness that English being a worid  language is usefui and  imbortant in numerous  li
      ways  
-
 in particular awareness  that knowledge ofEnglish  makes  travel pleasureable and  I
      enlightening.  . ]
                                                                    :                                                        .t /
                                                                    :
  @  Awareness that in matiy  cases English is necessary  for the practise and  development of  a i
      careerL i'
                   . :
                                                                    :
  @  Language and  Society i                                                            / /
                                                                    :                        . /
  @  Insight into the different aspects of  English (clialects, sociolinguistic d.ifferences, British l
     and  American･ English). ･ i
                                                                    :'
  @  Insight into the rich  variety  ofcustoms  and  living styles in English speaking  countries. i
                                                                    :
  @  Ability to the prejudiced nature  ofstereotypes  and  to react  criticaiiy  towards thern, l
                                                                    l




 behave tolerantly in the face of  foreign thinking and  behaviour. i'
                                                                   :
  @Appendix  . - i
                                                                   :'
                                                                   :              .t
  oo Summary of  the Sentencebui1ding Patterns and  Parts of  Sentencebuilding Patterns, i
                                                                   :
       t / 1
  O  The Following summary  contains  al1 the structures that haye to have been leitned as i
     active  knowledge by the end  of  the tenth grade. In orde'r  to ascertain this level of  i
     knowledge, the new  structures  to be Iearned in the 9th-10th grades, as well as  the i
     structures which  have have already been learned in the four previous years, have to be i'
     practiced over  and  over  again. i










Verb +  Objekt  +  Objekt
bei folgenden Verben: explain,  deseribe, stay






Objekt  +  Adverbiale
Objekt  + Substantiv/lnfinitiv
Objekt +  Infinitiv:
Verb  +  Objekt +  ing-Form
bei see,  heur, watch
havetget +  Objekt  +  PartiziplPerfekt
Could  vou explaln  this' !ext  to me,  pleaseP 
'
What  did you  say  to veut iathere
Show  me  your  new  cassette-recorder,  please,
Send  titjs letter to Mjss  Mjller, please,
Why  did you  give this book  to Jfm7 It was  for Maty.
Put the beok  on  the  table, please.
Let's make  Jjm  captain  of  our  team  next  year.
This Mreather  makes  me  leet awtul,
l've just heard  hjm  conie  in.
I want  you te ceme  a  little arljer,
He  told me  to wait  here,
I watched  John  coming  up  the  road,













  Ortsangaben am  Ende  des Satzes
  Zeitangaben  am  Ende  des  Satzes
  Orts- und  Zeitarvgaben am  Ende  des Satzes
   andere  adverbiale  Bestimmungen  am  Ende
  des Satzes
-  always,  also.  iust usw.  vor  dem  Verb
Zusammensdittu:
Stellung der  Adverbiale  irn Satz
AdverbialsStze
Bedingungssatze
Zusamrnenschau  der gebrauchlichsten Kon-
junktionen zur  Einleitung von  AdverbiaJsatzen
-  gebrauchliche Partizipsatze
-
 Bedingungssatze




-  mit  RelativpTonomen
-  ohne  Relativpronomen
-  nach  all. everything  etc.
'
 nedi  nicht  Gegensteed  zusemmenschauender,
He's hidjng in the garden.
I can  come  on  Menday.
I come  bacS[ from  scheol  at  half past o4e,
You  ean't  open  this tin with  a knilc.
Shut the doer quietly, please,
T aiways  have  mllk  for breaklast.
I've never  been thete.
A't that moment  he  realized  that  he  had  made  a  mistake,
We  usualty  spend  our  hotidays at the  seasjde,
We're  leaving ior Bournemouth  early  tomorrow  mormng,
He  crossend  the  road  when  the Jigths were  red,
it's raining,  so  we  ean't  go eut.
Il you  drop  this medel,  it"11 break,
if you  help us.  we'U  linjsh  in no  time.
Ii I knew her address,  l'd give it te you･
He  went  out.  Jeaving  the keys  behind.
Ii vou help us. weill  iinish }n no  time,
Ii vou  helped us. we  could  linjsh mualt  earlier,
If veu  had  heiped us. we  would  be reqdy  bv now,




The  man  who  told  me  the story  . . .
The  trousers that  are  on  the table,,.
Everythjng  we  do  . , .
Did yoll hear about  the  accident  that happened  jn front
ot the schoolg
Do  you  knew  the name  ol  the man  whose  car  is parked
in my  driveway?
This is the best place1know,
The man  we  tatked to was  Mr, Jones.














Verwendung von  whe,  that, which;  ivhose
Satze mit  und  ohne  Relativpronomen
-
 Partizipsatze




thefe + be (+ Ortsangabe}
Here  isiare,,,
.A･N:diFIvec:gnjg$･ne
The  house he bought in Croyden  is already  toe
ior his growing  lamily,
Peeple living in  this town  must  be vety  happv,
The  Smiths Iive in an  eld  farm-house  built bv
great-grandiather ever 100 years ago.
Robert isn't good  at  swimming.
He  didn't win  the  prite.
Stand up,
Bring me  your hook, please.
Don't  dtop  the glasses,
Let's plav footbalL
Can  Susan swime
Have  you got a  footballP
What  do you  wanti
Where  do you  come  lrome
What's thisP
Whe  knows  this girle
What  happened  nexte
Thete's a  cat  under  the tabie,
Was  thereaIot  to eate







4. ELLIPTISCHE  SATZE
-  bejnhte und  verneinte  Kurzantwort
-
 angehttngte  Kurzfrage  (question tag)
-  Kurztrage zum  Ausdruck  des Erstaunensl
  Zweifels
-  Ausrllfe
Zusammensdiau  der  kommunikativen  Formen
des Antwortens,  der Rtickfrage {zum Ausdruck
des Erstaunens). der Emphase,  de: Autforde-
rung,  des  Beipflichtens
Yes, he  js, No,  we  don't.
(Who  wonr)  We  did.
It's nice,  jsn't ite
That  wasn't  good. was  jt3
ritve got five brothers.)
Oh,  have  youe
(You can't  go out.)  Why  notP
What  a  lovely meaJ!
ICan you  eome  at  eight  e'clo{S[P)
Yes,lcan.
tl won  £  iOO in the  poois.)
Oh,  did vou?
Do  come  on  time,  wjll  youe
(l don't ijke  whiskyJ




B TEIUE  DER  SArzBAUMUSTER
5, VERBArten
 des Verbs:
Vellverben Cim Rahmen  des Grundwortschataes




nLditGegenstand  :usammenschauender,  svstem{ttscherBehendlung
ican't open  this tin,
Canlgonewl
i couldn't  see  Mory･
Ceuld  you  hetp me,  pleaseP













-  fbe) allowed  to,.,
-  (be) going to,..
Maylcomeinl
Serr)r. 1 must  ge  now.
You  needn't  help rne.
I think Ml  be  fine tomorrow.
I won't  do  it again.
Weuld  you  llke te have  this bikeP
What  would  you  do  in Mike's  pJacee
Do  we  have  to  write  this againr
l don't have  to ciean  my  shoes.
We  were  not  allowed  te dance,
What  are  you  going te  do...?
7IB
9tlO
HMsverben  und  sog,  Ersatzfonnen (zustttzlich
zu  den  ftir die 5. und  6, jahrgangsstufe auf-
geftihrten Bedeutungen  und  Verwendungen)
can  {negative SchluBfolgerungen)
maylmight  {Vermutling)
shall  Cnllr in Frage]
needn't  (keine VeTpflichtung)
(be) able  to .,.
(be) allowed  to ,.,
Zusammenschau  der Hilfsverben und  ihrer
Verwendung  (auch die sog.  Ersatzformen}
ErgEnzungen:
must  have . . . (Sch1llBfolge:ung}
mighthave..,fVermutung)
should  have  . , . {Vorhaltung)
oughtto.,,
This can't  be  true.
We  may  be back late tonight.              '
Take  an  umbrejla.  it might  rain  tonight.
Shail l put this book  back  on  the shelfP
Yeu  needn't  learn all this by  heart,
Nobedy  has  eyei  been  oble  te reach
mountain.
i den't think  Jll be allowed  to come,
the  top  et
l saw  a  light in his reom.  So  he must  have  been  in,
How  do  yeu  knowe  Somebodv  else  might  have  turned
the  light on.  ･
Yeu  sheuld  have  seen  a  doctot long  age.







Formen  Cund Funktionen} des  Verbs:
Gegenwartsformen  (present tensej
(einschlieSli[hlautlicheTunderthographischer
Besenderheiten)
Vergangenheitsformen  (past tense)
{einsdilieBlich lautlicheT und  erthographischer
Besonclerheiten)
Kurzfermen
(einschlieSlich der geliuligen Sdireibwelsen,
wobei  allerdings  Formen  wie Peteris a  good
boy, he's done  his homework  nicht  verwendet
werden  se!lten}
Mittelwort der Gegenwart  (ing-lorm)
(einschlieSlichorthographisd}erBesonderheiten)
als Teil der Verlaufsform
proglessjve (eontinuous) iorm
' noch  nitht  Gegenstamdzusammensdiauender,systematische[Sehendlung
f always  have  milk  for breakictst,
Fjtst he  cleans  his teeth, then' he  washes  his iace,
We  pJayed  footban  yestetday.
Who  wone  -  We  did,
When  they  got te the station,  they bought their  tickets
and  eaught  the next  trdin,
I'm, you  can't,  we're,  they`re usw,
What  ate  vou  deinge
We  were  watchjng  TV  when  eur  lather eame  home,

















-  im  Gegensatz  zur  Gegenwartsferm
  (simplepresent)
-  geplente Handlung
-  Schilderung vergangener  Vorgange
-  Kornbination mit  simple  past
-r sich  haufig wiederholende  Vorgange
Gerund  (vgl, Grundmuster)
Zusammenschau  der wichtigsten  Verwendungen:
-
 nadi  Pripositionen
-  nadi  Verben  wie  stop,  enioy
-  "halfigerund"
Infinitiv  (vgl, Grundmuster)
MittelwertderVergangenheit
Ceinsch!ieBlidilautlidierundorthographisdiei
Besenderheiten) als  Teil des present petfecC
presentpetfect
-
 lm  Gegensatz  zu  pctst tense
-
 bei Zeitangftben mit  for  und  since,  insbe-
  sondeTe  bei:
  know,  be, have
  CdeutscheEntsptechungtGegenwart)
-




-  progressive fcentinuous) foTm
passive veJce
in allen  Zeiten und  in Verbindttng  mit Hilfs-
verben  (can, must  usw.}
Verwendung  des by agent  CvoT allem  in Be-
schreibungen,Berichten)
-  mit  einfdchen  transitiven  Ve:ben
-  Verb  +  Praposition
-  t,perstin]iches''  Passiy
tense"Zusanrnenschau
 der Erzahlzeiten geormen,
Funktienen}
ni(htGegenstand  :ueammenschtuender,  svskuttts(het
Am:diFIVff3EXff$･fi
Mary  oiten  makes  the  dinner,
Helle. Mar)r, come  out,  -  Sotty, 1 can't, lim making  the
dinner,Are
 yeu  doing anything  tonighte
lt was  getting darker  and  darket,
We  were  watching  TV  when  the  telephone tang.
Heis always  tTving to tease the,
My  hobby  is collectlng  stamps.
Ilikeieading,
Stop  shoutfng.
Yeu  can  open  the door  by pressing thie button.
I'm iooking forward  te seejng  you  soeit.
I reaily  enjoyed  being with  you.
I don't mjnd  him  coming  too late,
Let me  see  your  exercise  beok.
What  de  you  want  te bee
1'd iike te be a  pfloL
They  went  to see  their irjends,
What  have  yeu  doneF
Look, 1ive cleaned  the shoes,
Have  yeu  done  yeur  homeworkP  Oh.  ves.Idid  it yester-
day,I
 haven't seen  him for weeks.
I've known  him  lor inanv  yeats.
He"r  long have  vou  had  this eurP  -  (For)ten years,
1've been heie since  Januarlr
Here  you are  at  last, rve  been  waMng  ior haU an  hour,
We  had  iust iinished  eui  ptcnfc･when
l couldn't  get into my  flat becattse l
He  told me  that he had  been  waiting
 jt started  to
had  tost my
 for half an
Amerjca  was  diseovered by Columbus.
I'm alraid my  watch  has been  stolen,
This deet ntust  alsvavs be  locked.
This car  hasn't been  p.aid fer,
She  doesn't want  to be taughed  at,
We  were  teld to wdit  hete,
l was  given this tecord  by  my  gitl-friend.
       Not  vety  long ago  thete was  a  fine gander  ..,
       temernbered  that the gandet had  tejd het,,,
       everbody,,,  deseended  on  the gartder's house.























Arten  des Substan･tive:
-  Substantive zur  Benennttng  ven  zahlbaren
  Dingen, BegTiffen (coLmtables)
-  Substentive zur  Benennttng ven  nidit  tahl-
   baten Dingen, Begriffen (uneettntables),
   die nur  im Singular voTkomrnen,  und  einige,
   die nur  im Plural verk'ommen
-  Substantive zur  Benennung  ven  Mengen  in
   Verbindung  mit  ot
-  Substantive zur  Benennung  ven  nicht  zShl-
   baren  Dingen  und  Begritfen (uncountables),
   insbesondere in Verbindung rnit  sometany
   undMafiengeben;
   Verwendung  ven  pjece gt usw.
-  plural nouns  und  Verwendung  von  pair of
-  Substftntive wie  news,  mathematics,  U  S. A,
-  Singularformen mit  pluralischer Bedeutung
-  Verwendung  des  Plurals in bestimmten
  Verbindungen
-  Verwendung  von  Adjektiven  als  Substantive
Formen  des Substantivs:
PluTal-
 Pluralformen mit  -s (einsdilieSlich lautlicl{e:
   undorthographischerBesonderheiten)
-  andere  Pluralformen  (im Rahmen  des Grund-
  wortschatzes)
Zusammensdiau  der Pluralfermen  (regelm,,
unregelm.:  Schreibung, Aussprache)
Genitiv-
 Besitzformen (Genitiv) im  Sipgular und
  Plura! (einschlieBlidi leut!idier und  orthe-
   graphischerBesenderheiten)
-  Verwendung  in Strukturen wie:
-  bei Berufsbe:eidmungen
-  in Verbindung  mit  eineT  oi-phrase
   (vgl, Prenomen)
-  in ellliptischen  Aussagen
Zusammenschau  der Genitivformen  (Ausspradie,
Schreibung, Besenderheiten bei unregelm,
Plural; Verwendung)
tOYS.  dy  etC.
tsemei milk.  (a lot oiJ tun. (a pair ot) trousers, peeple
a glaas ot  water,  a  pound  et  sugar  ete,
You  catt ask  fer iniormatjon at  the desk  over  there,
Can  1 have  some  btead, please. -  How  muchg  -  rwp
slices  of  brown  bread  and  a  piece ot  toast,
t need  new  trottsers, -  Hew  many  pairse
This is geed  news.
Mathematics  is mv  weak  point.
The  V, S, A, has always  been  a  tjch  ceuntry.
Mv  famjly havg  debided to meve  to a  new  house.
Three  passengers lest their iives.
They shoek  hands,
There  are  a iot ei  stupld  elichEs such  as  
'ihe
 Engjish are
coel.  the  Frendt are  polite'.
You  knew  that  silly  joke about  the grocer who  put up
a  box  'For the  blindi,
degs, hats, matches,  che!ries etc.
men,  chlldren, teeth  etc.
rom's, my  parents' ete.
the  children's
lttsJames's,
te the butcher's, at  the decteis
a  triend ot  my  sjster's





7. ARTIKEL,  PRONOMEN  UND  PRO-FORMEN
Arttkel:bestimmterArtikel
(einsdi/biefi!ithderlautlidienBesonderheiten)
-  Nidit-Verwendutig  Cim Gegensatl  zum
   deutsdienSprachgebrau(l!)
-  Stellung
niditGegenttend  zusemmensdieueltder,  systemettsdierHehtndlubg
in Trafalgar Sguure, ge  to  school  ete.
alt the  beysi hall the tjmei double the spaee
-
 116  -

















Zusarnmenschcu  der  wichtigsten  Regaln  f"r die
Verwendung  {bzw, Nich･t-Verwendung)  des
bestimmten  Artikels im  Gegensatz  zum
deutsdaenSprachgebrauda:
-  keine Verwendung  des Artikets bel Be-
   griffen in allgemeiner  Bedeutung
-  die wichtigsten  Wendungen  wie  Zeit- und
  Ortsangaben,  in denen  kein Artikel ver-
  wencletwird
-  Ven-Tendung  des Artikels bei geographi-
   sdien  Bezeichnungen
-  kein ATtikel yon  most  +  plural neun
unbestimmterArtikel
-  V rwendung  vor  Berufsbezeichnungen
-  Stellung
-  mit  Berufsbezeidmungen
-  mit  ZeitangabertlMengenfingaben
Prenomen:
nominale  Verwendung:  proneuns
vor  Substantiyen: determiners
PeTsonalprenemen
-  betonte Form
Pessessivpronomen
pronoLm-
 in Verbindung  mit  et-phrase  .
-  in elliptischen  Aussagen
detetminer
Demonstrativpronomen
pronoLuz und  determiner




-  wha!  in Verbindung  mit  Prllpositionen
   und  in bestirnmten Wendlmgen
-  which  im  Gegensatz  zu  whatiivho  vor  oi
   und  one
sell-pronouns
-  als  emphaslzing  pronoun
-  als  teilexive  pronoun
  re:iproke  P:enomen
  {AbgrenzunggegenReflexivpronomen)
  Zusammens{hau  der  VerMrendurbeg
  der seli-prenouns  als  rellexlve  ptonouns  und
  anphasi'xing  pronetms, audi  im Gegensetz  zu
  den  teciproeal  pronounsi
nitht Gegunttend  zusemmEasthauendtr,  svstemetli{her  Bch-ndlung
AM:thRlvnEgblff4nv
Gold  has gone  up  enorrneusly.
Peace and  treedom ure  worth  iightlng for.
at  school,  in hospital, ge  to bed, during lunch,
by  bus  etc,
in Switieriand. in the Nethetlands
Most  people think  that  ,,.
1 want  to be a pilot.
half an  hour  etc.
I want  te be a  pilot.
three days  a  week;  50  p a  pound;
half  an  hours  quite a  neise
l. yeu  etc. rne, us  etc.
That"sme,
That'smine.
She's a friencl of  hers,
Whose  book  is thisl -  Mine.
my  beok. their  toys  etc.
that, this, those, these
This  is .,. etc.
these books  etc,
at  that moment,  in those days
what,  who,  whete.  when,  whv,  ho"r;
,..e;howmanylmuch.,,e'
What  is it used  iorP
What's  the weathet  like7
Which  one  do  you  wante
Which  oi  you  can  comee
l can  do it myseif,
Sotiy. I need  this pen  myself,
l want  to see  lor myselt.
IVIay I introduce myseli3
Did  you  enioy  yeursetle
They  hurt eadz  ether,
(They hurt themselves.)
Just1ookatyeurseli,
lf you  can't  do it yeurself, l'll help you.

























Verben,  die -  i:n Gegensatz zu  dhren deutsdien
Entsprediungen  -  nicht  mit  Reflexivpronomen
yerbunden  werden,  z, B, remembbr,  jrnagine,
meet,  complain,  wonder,  wash,  diess
Relativpronomen
(s, Erweiterung  der Grundmuster:  Relativstitze)
Zusammenschau:  who,  which,  that
Unbestimmte  Pronomen
prenouns undlodeT  determjners
-  no-
 nothing
-  no  und  Zusammensetzungen  in gelttuiigen
Wendungen
-  some
-- something.  somebody
-
 any
-  anything,  anybody
-L any  und  Zusammensetzungen  in  der
  Bedeutung  
'pfaeticatly
 every'
zusarnmenschau  von  seme  -  any  (irn bejahtdn
und  verneinten  Satz, in Fragen)
-  muchlmany
-  mole-
 a  Jot (oiJ, iots (of)
-  rnuchimany
  nachi  how,  not,  so, too,  Steigerungsformen
-aiew-
 another
-  evefy.  everything,  everybedy
-  each  -  every  und  Zusammensetzungen
N  all
WeiterePre-Formen
-  one,  ones  (sog, St"tzwort)
so-
 enstelle.eines  that-clause
nodi  pldit  Gegenstand  iusemmeasdiauender,
tet's meet  at  six  negr  the cate,
1 must  dress qulckly, then w6  can  go,
I've got no  money.
What  are  vou  doingg -  Nothing.
rhereis ne  tea leit.
Which  of  these books  do  you  wante  -  None,
There was  no  one  at  the office.  .
Have  some  cake,
Can  l have  some  cakeP  -  Yes, take  some,
Do  you  want  some!hing  to eafe
Semebody  has  brodght  this book,
lhaven't got any  cake,
Are  there  any  books  fer mel  -  SorrV, there
l don't know  anything  abou!  it.
De  vou  know  anybody  who  can  help  mee
Weli, any  map  will  do,
Anybody  can  teil you  the way  to the  statiDn.
How  mucblmany  . , , e
J've  got rnere  papetlbooks...
Have  you  got a  iot of  stamps?  -  Yes. iots. 
'
How  much  tirne have  you  gotF -  Noe  much.
There  wete  so  many  people theTe you  couid
through.This
 car  uses  toe much  peirol,
Yeu'li need  much  more  tjme than vou  think.
You  need  a Jot of tjme  te de this.
Isaw  lots of  peoplelimew.
A  few  days ago  . . '.
Have  anether  glass of  milk,
every  day -  teiJ me  everything,
Everbody  can  come.
Each oi  us  wjll  need  a tjaltet.
They  cost  80 p each,
The  tiain runs  every  20 minutes.
I can't  read  everything.





Give me  a new  one,  please, Here  are  some  niee  ones.
Here  are  some  apples,  -  Can r have thfs one.  ptease7
The  green  ones  aie  better than the red  enes.
1 think  so.







71S71871S-  in Anfangsstellung
-  either-
 neithet/nor
i'm  very  tlred, -t- So am  L
Sorfy. I can't  heip you  either.









alle  Kardinel- und  Ordnungszahlen,  insbeson-





   (einschlieBlichorthographischerBesender-
   heiten)
-
 ly Adverb
Adjektiv  -  Adveib  auf  -Jv
Adjektiv-  Adveib  gleiche Form: fast, hard
vely  -  very  much
-
 Steigerung der Adverbien  auf  -ly
Zusammenschau  cler Stelgerung von  Adjektiven
und  Adverbien  (Verwendung von  as  .,.as und
than.,.}
He  was  only  second.
Firstl went  in. then ljooked  ior.,,
AprjJ  lstHere
 are  some  new  books.
This is not  as  interesting cts that
That jooks good.
Give  me  the hlue one.  please.
otdeJ,  bjgger. happier. more  interesting, best etd.
Shut the  door  guietly. please.
This car  is toe  sJOw  lor me,
Please  drive slowly  aleng  this part ef the road,
lt was  hard work.
YouVl  have  to work  much  hardei.
It was  a  very  interesting evening,  andl  enioyed  it very
much.Dijve
 more  slowly,  please,
' nechnichtGegenstand  zusammensdia-ender,  svstemetistherBehand:ung
di F･r lynSEnpXEeakff･rw
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